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AICHE SBA IME 
Hic SERUWEKRAICHT 
SRS ill 津 i 
Bt RR R= Mp 
met K PP em 
緒 言 
加里 長石 の 一種 水 長石 Adularia が 第 三 紀 火 山 活 動 に 任 な つて AE OTS 
熱 水 性 金銀 左 床 に 特有 な る 脈 石 と し て 産 す る こと ょ は , 1830 MBL Ic Breit- 
haupt 氏 に よう つて Mexico の Valenciana pill HS TED dd 6 hr, Elk Z% Z 
の 産地 名 に よ ょ つて Valencianite ¢ FLO, MMOMDIS TORILKGRA 
の 西部 , 特に Idaho 4p Silver City, Nevada 4)| Tonopah, 同 Tuscarora, fa] 
Rawhide, Washington 4}] Republic, Colorado 名 Cripple Creek 等 より も 廣 
く 産 出す る を 知ら れ ,New Zealand の Waihi ib Aric | PS MICE 
我 國 に 於 て は 明治 三 二 年 (1897 年 ) 頃 水 林 武 氏 に よ ょ つて 控 集 せら れ た る 兵 
FERRE SOR EVE Pl RA” LHL ON た る も の あり , FORRES 
KIB ES 6 DAG AR OKO 礎石 蘭 片 中 , 一 種 の “ 正 長 石 ” の 存在 を 指摘 


5202) Yo OR ty OR Ue 


Limes, その 精細 な る 研究 に 要する 資料 を 得 ず , Bi COMBS KOT 
水 長 石 た る べき を HELO. 越え て 大 正 七 年 に は , 田代 修一 氏 の Si 
SHOR ACI BELL KEL ORLARD 4, Z DA 2 年 に は SHODEARIEO 1 
東山 梨 部 玉 宮 村 産 水 長 石 の 記載 あり た れ ど i, それ ら に 就 て は 未だ 充分 な 
る 研究 あり た る を 聞か ず 。 

然 ぁ に 大 正 填 年頃, BRO ACK) (SRB BI EO ROE Ras 
DU EKER AIA UC? S ANE OWE BO, FORUM FADO 他 の 一 
AGED (2 HY 4B 25, EDR KR BCA US, 加藤 信 氏 が 著者 
D— KAGE) DFRHED VK BAe OWSEHRED oO LeU, と を BRITS 
LESS O0 So, 

PRD ILE OK} COMMISH & UCHR OBA ERMA & OBR 
6 Xv, FS EP E TN BB BIS AREER WN, ER MALY, PD BR A, Tied Se 
SF, AP RRB CE BFS O 8 = AE BURP KR AO FET SIL eB, AIP 
彦氏 また 伊豆 の SKE > +E, Reo leas Pe oe ASE 
Wc Z OMB ORS LOWERS CS CKIERU OREO. BIER 
吉 氏 は , BIE i ODS BRA ANCE 2 交代 し て 産 す 


る 永 長石 の 存在 を 認 1, = DWE Ds PRES 2 UR DE ¢ と し て も 産出 す _ 


Be ょ を 明か に せめ 。 

最近 加藤 武夫 氏 も また BS RR UCAS, BF SE EEE O OR PS BED BOK 
長石 を 指摘 し て , COBDS AIDA = iC BMP a Ho CT BAY zs © 
DSA EOP t ln —B Re BRU GONE 

然 れ ども &, BEBO IRR BO BUAAREE, % OW ERG EAN cE TEC TC ld 


1) PERSE: WASHERS 22 4B 308 貢 、" 大 正四 年 1915 う 
2) 田代 修一 : Tales 25 4 508 頁 、 (大 正二 年 ) 

3) 高田 愛 次 郎 : 同誌 第 26 AB 273 貢 、 (大 正信 年 〕 

4) SEE Raa PP —Ak 319 頁 、 5) 未刊 報告 、 


a ee 
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未だ 詳細 な る 記載 を 見 ず 。 こ れ 特 に 本 秘 を 草 し て 従来 研究 の 一 を 公 に す 


る 所 以 に し て , 高 玉 確 山 に 於 ける その FEHR CHET SE 2 LT BR O— 


人 深見 の 観察 に か ゝ 0, SER ERA 記載 は 主として 木下 の HA 
つき , それ ら の MUA CS ACB UC, Ee UCM RB, 
上 出 洋 一 , Ong fs BOR BL Oe ET ZRPBELS EDETDS 
SEMUEKRAOR MIE 

fr DRS BES GRACED aPC Ze  , BRERA Ee 北方 に 去 ぁ こ 
& i) 4k 海 挟 500m 乃至 780m の 山上 に 在 9, 母 岩 は Et UT BSR 
Ke tat Ale & O Mave b, WEA TE FE SEC EO TIS HRS US 
SEL A し , ASMA CR 6 OM eT PERS LOO 岩石 を 上 
TREK Ba 622O & SSMRRic UT, ES 25 cm. AH, EO _bhinle 
Hh 2 F 100m ASIA TRS SeRBLET. 

MAWRISA £ UC Ase) 70% KRAK 30% よめ 成り , 金 は 概ね 自然 金 と 
し て 含ま れ , 銀 は 主として PIERDK L LU CHEL, 一 部 は FASRIR 7% LHI 
tO) PRUE REALS, COMORES HERMES Oo DAMP O 石英 並 
ONC KR A (SAD 3 KEE eB , RAS Re ORG IE’ , 
42 DER O ABASIC 3% 3~5 mm の 結 品 を な し , 水 長 石 に 特有 な る 
Hite aiaRee WF o 

水 長 石 の 分 量 は 概 LCHKO FAME LS, 中 部 より 下部 に IO CR 
(th L, 且つ その 結 曲 も 粗大 と な る 傾向 あめ , HL OMMRO BEA PAS 6 fedo 
形 明か な る 題 微 鏡 的 細 粒 と し て 多量 に 生じ , 2% UCR OKE LA 


英 粗 面 岩 に 類する 外観 と を 買 ふ 。 


卓 洞 あな せる KRABI t OR RDC LOTS Str, MILA 
の 微細 な る 集合 を 以 て 被覆 せら る 。 稀 に は 水 長 石 が 溶解 し 去り , 之 を 彼 へ 
2 石英 の 集合 の る 残存 し て 負 優 像 を な す 場 合 を 見 ら る 。 
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BERUEKEBOMMMtSHEE 
SWE EKG CEC EECA BELO FFD 0, ZIM 
S.0。 65.02%, AlgOg 17.95, MgO 0.01, CaO 0.61, Na20 0.52, K 20 16.34, 合計 100.45, 
に し て , 之 よ め 計 算 せ られ た る 加里 長石 Or, BRA AD 族長 石 Aan の 比 は 
Or 61.6, Ab----- 5.0, Ans... 3.4 
な め 0 。 BD DZ KE HOME te BHYDED St. Gotthard, Riedeltobel 4 & 
ORCS SOME LBD CIN BRA BH O06 
ZMH & し て 題 微 鏡 下 に RT AI, WB — reo 結晶 る 屋 多 少 清 Or 
PRIS T DS MOMWACAN, WCE AUR BGRICARAISS B 繊維 欺 結晶 の 
KE ERUNS SBSH 0, HOTZ Klein 氏 を 反射 属 折 計 を 用 る て MT 
ARM GULT HS, 湯 純 な る 結 曲 の 場合 の 如く 好 結 果 を 得 難 く , 上 田 潤一 
PBL SOT 測定 せら れ た る 6 個 の 結晶 中 , 僅か に 1 個 の み 満足 すべ き 
結果 を 得 た め 。 本 操 測 に 際 し て は 先 づ 屈折 卒 既 知 の 石英 に 読 て 鶴 測 上 の 回 
械 的 及び 個人 的 誤差 の 範 団 を 究め た る に , BEML 4 位 に 於 て 充分 信 ず 
べき を 知れ 0 。 に 捧 れ ば , 高 玉 確 山 産 水 長 石 の 屈折 卒 は 次 の 如 Le 
a=1.5151, B=1.5190, y=1.5198 ; y-a=0,0047 
更に この 結果 を 座 か むべ く , 上 由理 幌 士 は 湯 液 法 に よ つ て も AULD Ie 
折 座 を 測定 せる に , その 結果 は 
a’ =1.515, 7/=1:520 
に し て , 上 記 の 結果 は 之 を 本 氷 長 石 の 屈折 卒 と し て 探 用 し 得 べ し 。 ZEEE 
夷 他 の 諸 卓 者 に よ つ て 測定 せら れ た る 水 長 石 の 屈折 卒 と 比較 する に 第 一 表 
の 如く , 高 玉 産 氷 長 石 は その 何れ より も 低 き MNRAS, これ 果して 木 
HAD VSMCS 一 選 加 里 長 石 に 富める BwHte る や , 或 は その 


1) ARAB 278 WA AAR, AY HRD 
2) Rosenbusch-Wiilfing, Mikro, Physiographie, I. 2, S. 665, 1927, 
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構造 上 の 特質 に 基づく べき や 明か な ら ず , PC CAMLBRS b MPR LO 

DH eM GN BKEBCMTMHO MIR ERE SK 第 二胡 の 如く , 屈折 

ADRS LIMPED OMIM ICOM YS BLAS, 3 
B-X KEAOMMARCRRH 


産 地 | BO 者 a 8 Y ya 
St. Gotthard/Patton 1.5165 | 1.5205 | 1.5257 | 0.0092 
3 Des Cloizeaux| 1.5181 | 1.5223 1.5243 | 0.0062 
3 ‘< 1.5190 | 1.5287 | 1.5260 | 0.0070 
2 Kohlrausch 1.5192 | 1.5230 | 1.5246 | 0.0054 
” KOzu, 1.5198 | 1.5234 | 1.5249 | 0.0051 
” De 1.5185 | 1.5225 | 1.5229 | 0.0054 
Zillertal Zimanyi 1.5195 | 1.5238 1.5253 | 0.0058 
Floitental 2h 1.5195. |- 1.5234 | 1.5253" | 0:0058 
~ «| £ w | 15t61| 1.5190] 1.5198 | 0.0048 


第 三 表 AKRAM ME MHAe OFF 


te B 成 分 BRhRARU HRP 
産 地 i 
分 析 者 | Or | Ab | An [gmp] 2 | 8 | x | a 
Riedeltobel 瀬戸 | 83.2 | 14.5 | 2.3 | jihpe |1.5200| 1.5238] 1.5249| 0.0048 
St. Gotthard I » | 34} 9.0] 7.6| ” | 1.5185) 1.5224] 1.5240 0.0055 
ts » 1 73] 10.2} 25] ”% | 1.5197] 1.5234] 1.5250] 0.0058 


AMOR ERD & UCHR 22 Fete ES ARAL A SoA ERP 25 
る ヵ オ リン に し て , MAM BBL OPC bE TS OMAKO hl Lo 
SiOg 45.67, AlzOg 39.29, FeO 0.00, MgO 0.09, Na20 0.85, K 20 0.34, 
TiO» 0.16, P205 006 MnO 0.02, HgO 12.98, 合計 99-90 
BFRUWeKERA 
ERE PEK に 開 し て は , 大 正士 二 年 十 二 月 著者 の 一 人 木下 の 記せ 
DATIMKH O,UPHE UTZVPBMTS Lo 


1) S. Kozu, Y. End6, Sci, Rept. Tohoku Imp, Univ., Ser. III. Vol, 1, No.'1, 
1921., FA BR. WW SESE ECAR 403 頁 (大 正 九 年 ), STIL 815 A (大 正 十 
— ff). 
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岩手 磯山 は 岩手 砂岩 手 郡 松尾 村 大 字 小 松尾 に 在 9, TERRE & OIE 
西 に 約 一 早生 の 地 軒 に て 花輪 街道 に 岐 れ , 瀧澤 に 沿 ひ て 小松 尾 の 部 落 を 
過ぎ , 約 一 里 に し て 達 す べ く , EE CARR EEE OD 
ADH 2B LUTKERA OFA HHS OFFER RO Sc itd, OK 
RA HOKE ® Bhs b> OBE BMD oe Ae a RO A 
な る 石英 と 共生 し , HE? GB NEE L OF O WEIS HO 0 
Ea lk— SL el BAR, Kid HEY S GEA ia O BEES 
SOM, RBEPHOBAK LT, EL UTIRMEERRUDROKE 
B&O KO, IND ILE RS る BED WRAHE Boo t 
あれ ども , AbBBAER LS Hbe 6 HKSHBS, RAAT AR 
Mie 2 O し ゃ , BIRR KO LD, BEE KEIRA EO U®, His 6 ofl 
第 一 WISE t UTHRROKRAORE EO MNES 
Se BIMO APACS SBA, KBB RO 微量 
DAKO LAL LHO, KRAOMIARS 
~~ く は 2~3 mm の 美 品 を な し , 稀 に 5mm を 超 の れ 
mee a £}, KKD LOSMMOBERH KE OF, 概ね 白 
色 ま た は RI し て , 結晶 の 表面 が BILE IC YS 
BE GNES EOI T KAIBA O THER O 0 
結晶 面 の BB SMBK A SBRMICLT, 多く は 
第 一 園 の 如く m=P,(110); c=oP, (001); x= Poo, 
(101) RUD = ooP, (010) の 集 形 な り 。 この ぅ うち m 
RU X (SBEBS U6, 常に 大 な る 面 と し て 現 は 


BPI WE 
EAS ih VA MGKOG RED eo, clEMRU x に 比 


TRUST OBR GOD, 概ね 小形 な り 。 c と x LIMBA CHS 28, 
x [ATIC (SERA O FERED し 。 
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| BRD — He BURY TILT 1S, 水 長 石 は 義 形 の 断面 を 示し て , BER 
有形 の 石英 の 間 に 散 在 し , 多 く は 湯 純 な る 二 軸 人 品々 を な し て 光 油 面 は b 軸 に 

ge -= BATS HE &, MC (a Carl- 
sbad 式 双 上 品 を な し て BHF 
的 清光 を な し , 稀 に は 義 形 
断面 の 二 妊 角 線 に より て 四 
分 野 に 分 る ヽ こと あめ, そ 
の 清光 位 は 短 謀 角 線 に 吾 し 
T 5~ 10 KO. (第 三 園 『 
DBI) ofA SIRES LTH 
BEG & tk BE Eee BIE 
BIAS < Te 稀 に RABE 
填 酸 を 以 て 交代 せら る ヽ も 


= boii の あり 0。 BE CAD 
VR EA. 1 凌 WS U Ubi 5 BEM 
Kit HW BIMES RET LEH O, その 他 の WML LC is EWEN OWE 
ED PRIED A 
Bk 論 


ZO Wh Fe HK BE BF RL EE AK a, BSR UE ORE KR ASE RET 8 
下 研 究 中 に 属し , MRO ARS EA —PEECLD RRC k BIW 
ral ば 次 の 如 Go 


a: a ee 
# ve we | 1516 | 1.521 | 0.005 
hy SF we wi | 1.516 | 1.521 | 0.005 
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in Fi) BB LL BE FE TRS IC BT 
ma UE BB 


Dil) 


緒 
EEIRELIEA) ち lievrite akg ilvaite は , 1806 4A Hh A. Leliévre 氏 に よ ょ つて 始 
め て Elba 島 の Rio la Marma & 0 BAL Girt SHI UT, Bid AE 
JR Jena (CO AHH OMEF ILA T 67H, 之 を Yenite と 命名 せる が , 
LOBE t OF A Aubuisson 氏 に ょ つて Leliévre KOBE A Jena pep 
BEOSINDS6O0¢ PW GHKACBWOD, な ほ BRORAS » Hi 
と な ら ず ,1911 年 Steffens E(k BILE Z OUR EMO 3 F > BILD T ilvaite 
と 命名 し , ERCOBHE Werner KS TOBRAOACHMATZ* lievrite 
と 名 付け た り 。 
= DD (See & EEG IRERUBEG hedenbergite 等 と 件 な ひ て , BABS UE 
麻 中 に 出 で , 一 部 は 不 規 則 な る 塊 を な し て この 確 物 を 交代 し, 一 部 は 石英 と 
共に その 間 の 容 際 を 充 た し て 唱 洞 あな し て 出 づ 。 前 記 Elba 島 の 原産 地 , 伊 
太 利 Tuscany の Temperino, Schlesia の Kupferberg 32 \2 7S Tit # Cc OFFO 
MCAS o RBI T & SKC ORO FEM ARMS AD T BE < AG ha, 例 
EAD RATIORLU, 同 尾 下 磯山 , me ER) > DAL, 1 BRR A EL, 同 
$e SUL, WER TELL, HE ES BR REDE ISAS SBA. EH CERI 
塊 に 件 な ひ , BD OEEIRERIR 2 BEF 6 
然るに Tyrol の Prédazzo に 近 き Mulat iH Cs, HERRWES ABE, 電 
KA, HAM, HAVER OPN BA, RHE & 共に 花 韻 岩 の Aa 
Ze Fit: Cian EDAMIK 2 7% U, Greenland の Kangerdluarsk (29ST (&, FEI 


1) N. Fukuchi, Wada’s Beitriige z, Min, Jap, Nr. 3. 95-~103,1907; A AES 
HW ESE SB Ht AR 439~464, 1915 (大 正四 年 ) etc. 
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BROS (STARA, TERA, 曹達 沸 石 等 と 共に 方 BERGER & Sodalite sy- 
enite 中 に 産 し , Vesuvius を その他 の 火山 噴出 物 に 於 て は , その 表面 の ABN 
(ERM ko し て 着 生 し , を Breislakite 2 ARL, HET Maas NG 
ORME L Bd bro. 

ZRF BLA AROS-A EE OAC IA 3 BATE) Be 
の 産物 に し て , SHOWA ISAO PIBEA L, ZR L CRB 
ME LILI A ay PTB L, EC REY OBO AMEE LT ERB 
AS & FEA EAR kL, MISE 温度 の 下降 す る を 待つ て , DHA, 
泡 沸 石 類 等 と 共に 母 岩 の 間隙 を 売 た し , HLEK BAO MMIC AUTH 
Ph R22 WHS UE, EO ARB LO CER RAED 2 BKS SEDs ML 
MUTT, EO#MK HRM HCaFe’,FeSin0g と 認め られ , 之 を 一 に は 
HH20・CaO.4FeO . FegOs・4SiO。 な る 形 に て 表 は し 得 べ く , KO 一 部 分 は 
その 組成 中 に 残存 せる も の と 認 む べし 。 

ih 3S ARO RHE 
ii RED DE LL BUA (SBA OS EEIRGAMRClievrite OD) BAM AKMBIS, 主として 
1. JRBGLBEG hedenbergite % 4 ft LC ABLUNLRAR 2 te F もの 
2. REA ARBOR BEL TCAKA PETES 58D 
3. Hse LIEK BLOWN 7% L, ei HUE Ze Fa $ BO 
の 三種 に 分 れ , MAME IAD ICES oO L, UMD ICES 

も の と の 連鎖 なす 。 

OBERT A 2 2 voi.) SEIMEI & LCL O MM ze FES U, BELLS 
DLW SOT S OMB ICKL, WC ABWWSMR 2 & L, 基 量 多 か ら すず 。 

REEL HA av oD AGS LBED OBI Td, FEROS BE 


1) J. Lorenzen, Min.Mag. Vol. 5,49~70,1882 
2) U. Paniche, N, Jb. f. Min, etc, 1914, IL, 204: 
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々 その 根 を ス ぇ ヵ ル > 中 に 残し , FOF BRA PIB LD. BA A 
し て は 不 規 則 な る 輸 廊 を 晃 し , RACH UTHER SG ABeRT ORR 
と す 。 且つ この 種 の 場合 に は , HIRE CFEC AROMAS BIKA PIR 
出し , HB OME Lt SWINE (SEEPRERIR b HK L OAR UT, HAOH 
洞 を 成す 場合 あり 。 但し 時 に は BOM 6, この 石英 中 に WERE KL 


—= 


= 


NN 
灰 鐵 郊 石 質 え ヵ x ル ン に ょ っ 
て 変 代 を らち られ た る 石灰 岩 の 
残 片 と , そ の 境界 に 生 ぜ る 
FERS L を 示す 。 


C HRB MR 6 tr, WES SRM 
等 に 最も BSH 6 2 HEH Kw lamellar 
quartz の 逆 や なす 場 合 あ り 。 か さく の 如き 
場合 に は , む し ろ え ヵ ゃ ルン HO BRAD 
一 旦 深 か し 去ら れ , COBB BATE 
BE, AEIKROMIR, DHE SED UR LT inilel 2e 
な し , MEAS ZHIGHLKOKSIO 
と 府 明 すべ く , こ の 種 の Fela sd Ke wk 
SOBRE L CO 資質 及び 成 
因 を ー に すべ さく 。 換 言 す れ ば ス え ス ヵ » み > 塊 
中 に 介在 LOD, その 宣 質 は 既に 高温 性 
BWR & 2K, これ ら MAO 連鎖 なす 
も の ょ と 認 む べし , 

EEDDR DG k ¢ FEC TI OMK% 7s L 


JERE Pe 綱 ぬ くも の ゝ 好例 は Me BAD 220 m His O BME TG 
端 部 に 近く , 南東 に 向 へ る cross-cut 中 に BALSEOKUT, 主として 柴 
水 卓 質 石英 の 粗 粒 集合 と 菩 放 功 確 の 柱 短 結晶 と ょ め 成 り , それ ら は 往々 長 
3 2cm MBK 1 cm に 達し , 往 々 その 上 下 夫 端 と も 完全 な る 自 形 を な し , 

種々 様々 の 方 向 に 石英 塊 Pe Bas, HiEAREANCRO S 自 形 結晶 の 如 
SHRED OO. BAC ORMOMMHAIS, 未だ 高温 高床 の 下 に RFE AIR 
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FE ts BA URMAMAHEh MIE S&S, COMMER 2 LOK|S<, 
LEMAR ICAI & O SHES 5% UT, MALIZOIM E'S HEB 
利 な り め 。 
iN FED ESE AR VIR OD RE RTS 
Bal He FE REIAIKD 5 OBTREIRO BAO ine SPE LCR) せ 
る に , その 結果 次 の 如 Lo 
第 = 男 eee RATA UC aR RE Re A OT 


EAA HI ABCIS ZA ARAESE 2o BBD, FEZ Hh 

BH IRO 外観 を 有する こと あり め , 柱 面 上 に 

は 二 種 以上 の HERO 動 括 集 合 osciratory 

combination に よる 無 環 の 縦 の 條 線 ゎ 0。 

結晶 面 観 祭 せら れ た る 結 品 面 の 主 な る ぁ る も の 

(SROM Lo 

m {110} 及び {120} Hic HRESR te 
し , HO thie % UTHAH, HOE 
A oR Vicinal plane PFPA E }, £ 
TOD Ax At RS HR HY HAM 2 SDHAZ Lo 
asta ¢ UT s OPE 1 (28S 


int PR OE LL FE EER 
PED D HE MIE t {130} s の 稼 を 欠き , MIL CDBG Ze 


ts UCHR RE Eb, ARATE ZO © 

r {101} HMPA BES RYE },0 C111} LOIRE eRLT 
前 後 の 條 線 を 有 す 。 

2 {010} 7 の 往 を 欠き て 僅か に 現 は る ゝ の み 。 

c {001} ヶ の 生 を 欠き て 狭小 な れ ど も, 反射 像 は 明か な り 。 


る 奏 形 に 近 き 横断 面 を 有 し , 端面 の HS 
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o (111) y OPP BUI OWS BEE L, 極め て 下 滑 な る 場合 あれ ども , 時 q 
In 7 LBB ES 2 L THROM TT 0 | 
2 (021) o DPS RULKS, 小 な れ ど も PHIL T 反射 像 明 な り 。 こ 
OME h (2103, v (8340}, 2 {121} 等 を 見 れ ど る も RAL OT. 
PE (100) :(010) の 唱 帯 に 局 す る 諸 面 細 て 複雑 な ぁ 動 折 集 合 を な し , A 
つ 役 許 面 に 富む を 以 て ,a: b の 測定 不精 嘱 な る 息 め , 面 角 の 計算 に は 綿 
て Des Cloizeaux 氏 の Elba 島 産 levrite に 闘 し て 求め た る 
ga:b:c=0.6665;1:0.4427 S 
UMM Oo TORRE AMDB LD -BKOM Lo 
HA 測定 せら れ た る 面 角 の 主 な る も の 次 の 如 し 。 


8 PUNE eK ROB OG & 3 


m:s C1109: (120) 19°, 30’) |' 19° 6 -| -19C-21 1 192 a6 
si¢ (120): C130) 10.30. 4|- 10,- 10. {10-20 10 19 
t:4 (180): (010) 26. 20° |, 20.5.5. |) 2612.5) 26 = 34 
t:2 (180): (130) 5305 53:25 5 an 539 
rir” (LOL): COL O7 Lb 67 15-7 A671 as | Oia 
i 
ie 


:0 (10L): (LIL) 20 40 | 20 0 | 20 26 | 20 15 
:¢ C1OL):(001) 33 40)4\'88 (35 133.287.5433. 36 
:o (O2L):C11L) 852230 a) SAB 230-2) S85. 80s al sevens 


No — FPN R 


APIO AMO RRS HOB & HBS ED EBUNL, 
y 2 PER U 1b Be 
PSMA ISR ARB UTS ORTLIEBUR Lo ZAM L UCR 
Bi PICT A, HHH = 32 振動 面 と 一致 せる BRCOALD ICH 
- DI BL BIAT HE b, 他 の 方 向 に は 特別 の WAC IES U OER SB 
せ ず 。 KCL Ae DAT VALBE FC IE MEIER vertical illumination を 以 て 観測 
すれ ば , 上 下 軸 の 方 向 に は Oe Ae BU, 他 の Ar RARE C8 te 
る を 以 て , MOWAT IS ZEEE O MPR 不明 な れ ど る も 1.746 
LOK  Zre HNN BT RIA BIL Str Tike BO Te BRM te HE 


Pie ee 
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じ , 之 に 硫化 曹達 を 加 ふ nl (LOH ik ES O Hot CBRL 22 VCD L, 赤色 血 両 壊 を 加 ふ せれ 
(Leg eR TS. 


HEY) OEE (Benetzbarkeit (CRET GR*) 
Met HK ie = Te 

BRABUS $ OVS hr & ERM KOT MOWE & OMX 
Che te b, FEOT, EEO b> 各種 の 現象 に は , 表面 の MAD BK 
7 BA Re 有する 事 は MURS BBS Eh  MRUE SG, IRMD MA RRS 
に 就 て は , 現在 の 所 未だ 充分 明 に な つて 居 な い 。 PERO GARGS 接する 表面 
に 就 て は , 表面 張力 の 測定 に より, その 分 子 力 の 働く MBO PA OGD 
で ある が , 固 能 の 表面 張力 に 至 つ て は , 既に 其 の 測定 を 企 て た 過 者 は あみ つた 
と 言 ふ も の ・ ゝ , 全く 人 不 完 全 で あつ て , 今 褒 未 知 の 問題 と し て 残さ れ て 居る 。 

OA DASA A TE SHUR DH DWAO —-OiIMBCH S. K-WOA 

(HAT, 吸着 の 度合 は , HI LOTHS Bid 勿論 で ある が , BECP UAW IK 
於 て 起 る 各種 確 物 の 選 控 的 吸着 の 現象 も ; He OMD GIEA WTS. XR 
ー つ の 結 曲 が 溶液 中 に あつ て 生長 或 は 溶 角 する 場合 , AMO PER € init D 
KiKi ¢ ORK & MW id TRV A SICH SEMEN. BIRIF AI 
確 石 の 整流 作用 も, HREAAOUTD BKKEBEATSEOTCLHS 
まい か 。 

今 若 し 容 気 中 に 於 て 御 滑 な 固 骨 の 表面 に 一 滴 の 液 贈 を 落し た と する な ら 
ば , AHA HE =O 下 衡 が 成立 し , 三 相 を 限る 面 上 或 は MUCK TS 
PSIBSHO Rite) Tr 気 幅 液 路 間 の Rie To. WaT O 表面 張 
NTs の 間 に 次 の 開 係 が 成立 する 。 (第 一 園 A) 

Ty =T3+T.cos? 


Dill 
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HAZ O IS DADE D WIA CET BERG IOC SD 
AG UI) BAC ST Ie HE & JS. Be 6S, AAAS IO 表面 張 カ 
2 EARS) ORM (LBS S 値 の 如何 に より の , 液 は FG RSTATC TE < Be 
(SRS HERO PSS SBCKS. HOTS SAME FT SBC KO, MAS IE 
is OBS HO AS DBO 7 WOODWARD. ARISE PF Ze TE 
ERO UE Ze PL, そ の 時 
hy Te hs cost’ 
な る 値 に ょ つて 表 は さる ゝ 一 つの 性 質 を , IMAGO DARK k SHB LG 
け , EE DAN CBM ST 6 eH E UT, 固 贈 表面 が 種々 な 條 件 の 下 に 如 
Ani BRE UL CAT < De 間接 に 知る こ £8, FEF CLHA SD RMON & 
知る 一 方 法 で て ある と 思 は れる 。 何と な れ ば MERC KOT T1-T3 の 
値 が 知り 得る の み で あつ て , T1 & Ts の 値 を * MWK 知る 事 は 出來 な 
Wo PTs ORO Outs Dla) — ae HD, I) - BOR MIC BET 8 O 
値 を 測定 し た と する と 
COS 
AACS 
BS T3+T 2 cos f= To! +T 2! €08 
Ty=T5/ = T,"c0s. = 1, eos 8 
同様 に T3”—T3'=T 2! ces 3’ —T 9! cos 9" 
BG Vs T3” 13”. - Td BK 其 等 の 値 か ら 5 RAO ERT 3’ を 
VET & OTD ALE LE SD ICSES Evo 
Re URGES OR GEC T, SER ORME D —- EO ZEB ee 表面 上 . 
に 滴下 され た と し た な ら ば , 前 記 の 様 に 或 一 定 の HO を以て PAP OARABIE 
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ET Bo MIPLMRO RICHES & 表面 は 一 つの 曲面 で もり, TORK 
を と すれ ば, 
g=F(T, Te Ts m) 
で ある 可 く , MARRIED SE EMESIS SRO 場合 の 外 は 未だ 解 か 
れ て 居 な い 。 BL, 液 が 非常 に 小 量 の 場合 に は , BI EBA T AROKS A 
誤差 は な い 様 に 思 は れる 。 
RUC Y DERI, BIA MOMRECO LOD 如何 様 に な つて 居る か を KA 
EU BHI, 現在 の 所 全く 知ら れ て 層 な い の で ある か ら , 各種 物 喘 の 表 
面 を 作る に は , 休 く 同一 條 件 の 下 に 同一 方 法 に よら な けれ ば 比較 は 出来 な 
い の で ある 。 然るに 通常 の 研 典 面 を 作る 方 法 は , 此 等 の 條 件 に 適合 し な い 
BEDS UDCA BB, HF OVPO SRLS MATAR IT HET, 同一 機構 に ょ り 
BEB ett te 6k, LAROUEPED BIR oO WEL LD OSHC 時 は ね れ 
Bo 
測定 の 方 法 

測定 の 方 法 は 先 つ 測定 す 可 き HALO VM 0, その 一 面 上 に 一 定 座 
DINED Mi Ze HL, 通常 の 醒 物 古 徴 鏡 を 第 一 岡 C の や うぅ に 水玉 に し て 
OWNS LIC Le, BPM L 接眼 鏡 の 十字 線 の 水 下 の も の と を 
— Fe LH, RARE © OG UC BE Lio COGS, WHS 
MIS LUE, WL 一 方 に 流れ て , BMP ES TS CH OD, LM 
で は 極め て 小さ い BEBS% HO TIBI ED 6 AES 誤差 は 極め て 少な い 
bOLBATI LEN. TRC OTE, BE BOC 
示す 通り で ある 。 

第 一 賠 B は 一 定量 の 小 滴 を 得る 装置 で ,A ke An, E 0 括 栓 を 開き , 
B 管 中 に 流れ 込ま しめ, その 水頭 を 適 営 な 所 に 止め て EE を 閉 ぢ る 。 Dit 
細管 で , ORORE AMD LTH ZS. FC の 部 分 を 挟 で 締め つけ る ぁ 


— 
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時 管 中 の 水頭 は 生 や 高く な る りら, COMECMBOM OD eMBOMp 
に 入れ , 兵 み を 繧 め れ ば 水頭 は 下 O, 液 は 毛細 管 中 に 入る 。 そ の 後 毛細 管 品 
第 = fal 


i 
Pee. 


B 


を 液 よ り 出 し ,C 部 の 螺子 を AK INU UT, 液 を 毛細 管 よ 0 押し出し, そ 
ORPARCTRUDTHS. H-A COA SMALL SRAT, 一 つの 
SBOKOR LA ROSS Me AT SOD Nia a Oo, その 上 
方 の 輪 の 一 端 に は 小さ な 宗 起 が あつ て , その 突端 に 油 土 を 以 て 試料 % fe) 
ES ARICEROTHS. CRDISIPBK* WH UT, WHBECEE 
AARC, 自 山 に 移動 せしめ 得る 螺子 で ある 。 

測定 は , 最初 一 定 の PEC KOTAME URTAT ICR TOK. BOWE 
FN BOB Ze FEE VE We SUT 置い た 後 取 0 出し , 蒸 錠 水 で 充分 洗 
ひ , tit 7c IRI ABCD HO £ < TRH LK EOI EF ARDC, MIE ZO 
け な い て よさ く 拭き, 水滴 を その 表面 に 落 UTE WELK. 然し 此 場 

こ は , KG SOB, KO ABI LOTH UW 誤差 を 生じ , 特別 な 方 
法 を 講じ な けれ ば 測定 困難 で あつ た の て, 水 の 代 り に KABOMD TS 
い サ ラダ 油 を 用 ふる 事 に し た 。 用 ひ た 油 滴 一 つの 容積 は 約 0.00063 gr CA 
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Oto RAMRICH Ts RR DDO, 温度 を 一 定 に し て その 結果 を 
比較 する 事 は 出来 な か つた 。 AU AH EO’ 印度 が 大 きく , EO 
QUT PGR ROS, 少く と も 二 時 間 以 上 を 要 し た 。 
HHO 結果 
FAT (SbF VER KP CART 置き , RAR CHO, BEAR Ute ECR 
た る も の) 


I II Ill IV 


12 48 13 24 Wt 24 10 
12 0 ll 45 Il 45 10 3. 
L221 te 36 i leeway 10 


12° 48’ TROND! T2239! 10° 45/ 
| 
ee 13 0 10 39 10 


nn wo 


HHA Hook 位 直 ち に 測定 , I は 上 OM WAM F > 7-—4- 
中 に 置い た 後 測定 , Ue VW, に 就 い て る 同様 で ある が だ が, Un は 裂 い た 後 一 日 間 - 
デシ ケー ター 中 に 置い た る の 。 HMO SAU) 


la Ip II, IIp 


eae 8° 39’ 12° 48 15° 12/ 
LOO 527, 8 51 14 39 12. 57 
= ls 6} 10 39 15 45 13 54 


ASA. Wise cmeMe, Vy ROM は それ ぞ れ 及び Ws OF 
Fy 22 Ts 7c IRS HC OR 6 RR be BE) (Fle) 


AL Nl ea 5 I’, Il'p 

70 By | 18° 51’ | 8° 27” | 14° 12’ 

8° 57 f 192.0 8 387 | 16 39 
Pees og ay 18: BF 9 8 | 15 4 


PIR PAWECA (BLU feb OA WN CHES ROK 8D Bik HUM ANAC 
ェ ー テ ル を つけ て よさ く 拭 つた も の ) 
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20° 48’ 10° 57’ 


A B 
| 20 54 see ae) 


Ty SAO aay & [al BR BER Ute & D) 


B 


24° 39/ 
26 36 


28° 42/ 
28 48 


A 


以上 に ょ つて , SHMOME CAS SHO tH を 得る に は RES dr 
TM, RMF NS SMBS 6, PH DCS tre HEC sts BBS ME (OD 
で あつ て , MS ABeTORECHANTRKY LEAD TH OB, KF 
ECB ORKHBRD OBAT 見 る と , KMPBTCIAKMO 受け た 操 
作 が 極め て 重要 で あり, SAOBSCRTS TOMS 方 が 明か に 潤 度 に 影 
Wie RIESE Md So HLILAROWS OBIS UCHE bh tM TES, 
BORAT 作ら れ た の で ある か ら , 勿論 作ら れる と 同時 に BEC Ail 
物 か を 吸着 し て , 純粋 な 面 と な つて 居 な いと 思 は れる の で ある が な , 面 生成 の 
際 の 環境 に 於 ける 條 件 を 同一 に する と 言 ふ ORT, 面 を 作 る 他 の 方 法 
よめ も 適 営 で みる RICANS, Bt MSM ECA, 全く 同一 の 原子 
網 面 の み が 現 は れ て BODE FW ORICA 5H, 此 踊 で は ALR 0 
し い 影 響 は 認め られ な か つた 。 

Tamman 氏 は 雲母 の 労 開 面 の 溶解 度 を 測定 し て , 古い 面 と 新しい 面 で は 
その ァ ル ヵ リ の 次 解 度 に 差 の ある 事 を 宣 験 し , Ztrc Ht L. Cecil H. Desch 
KSSLOMMMEK IS 雲母 分 子 の アル ヵ リ の 部 分 が 店 出し て 居 め ひ , これ 
が 球 酸 質 の 部 分 より も 水 に 犯さ れ 易い も の と 想像 し , BREE 純粋 で 
な いも の が 多く , 此 の 場合 に も 或 結合 し な い ァ ル ヵ リ の 境 類 が , 結晶 作用 の 
進行 中 に SPAM CAE LIT, LALOR HRY へ た の か も 知れ 


he iy 4 ac 
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な い が , Famman 氏 の 得 に 


ae 
He DIRVE BEC D EMMI IS CUk, 2 ¢ MORE AEST CHET ER LE OC 


な いか ら 直 ち に これ を Tamman 氏 の 結果 と 比較 する こと は EB CHRO 


で ある が , 今 迄 に 得 た 結果 か ら 5 想像 する と , 労 開 片 や 作 つ た 後 敷 日 の 経過 の 


Cid, ROBO 差違 が 認め られ な い 様 で ある が , —BEMH KGB, 


且 そ の 表面 に 他 の 物 第 = a 
DMT BEC ERE ae 
は , 面 の GHEE D 他 
に 同じ 操作 を 施す と 
も t, fay OO) ED 

認め られ る 様 に 思 は 
れる 

SRE Ae BW RAED 
雨 面 は , その ehh 
の 如何 に BAT, FA 
ど 一 致し た 値 を 有 し 
CH 4n6, Shim 
を 作 つ た 後 そ の 雨 面 
に 各々 異 つ た 操作 を 
施し , そ の HR It 
較 すれ ば , その 操作 
KD THA to OR 
WE yp BETH St ODS DD 。 SARC OW TWh C BEE Leis ARS 


上 明か に に その 潤 度 を 減少 し て 居る 。 此 事 は 診 子 に 就 て る 認め られ た 事 で あつ 


ae 


- 


f 


e 
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て , BHR ¢ SURE ORE & Ob, i oO EC BOTRA MC SL 。 


TH AWDDRORMEOCKASWOTRERODLAENS. LEROBHM 
を 水 で 洗 つ た 時 , BOKEO OD LMM SABEDA ADRATRED, 
末 だ 充分 の 結果 が 得 5 れ な い 。 BYE GADR A SHON BE T (dO & I D5 
前 者 は 後 者 より も 一 居 濡 れ 易 い 様 で ある 。 

VY) LOBE 7 URIK HS Td, 寅 験 を 行 ふ 際 の 條 件 が 種々 面 便 で て あり, HIRED 
液 醒 に 詩 す る 溶解 度 等 を も 考慮 に 入れ る 時 は , 色々 の 困難 が . 作 4 の で あつ 
て , SERA OBR RE % FARRAY (cA SSM EO OTH SD, BABAR 
EBD PES KOC BCS AR I PRE O 9B FE AY (CFS BUG GH 
可能 で な い RC REN S. Care RG ARIS, 最近 W. Luyken 氏 に よ 
つて も な され て 居る 。 此 写 験 を 績 行 す ぁゃ に 就 て 種々 不 HOR, BHD RO 
Mie ILO &, 大 方 の 御 叱 正 を 選 ふ KECHS. MAB? MS 21 BO 色 
AAS fer Ting Re LTB, ARAB. 御 指 示 下 さ つ た 石 原 富松 先生 並 
に 大 帖 正 息 見 に 器 し 深く 謝意 を 表す る ぁ 次 第 で て ある ぁ 。 


究 短 報 文 


RAR BOKtARKD 
Met NR KR FF 
北海 道 の 幌 内 頁岩 が , OLE BE LM 2— WHY ETHER, 多く の 地 
BEANO 論 ぜ られ た る も , 其 原 産地 た る 幌内 敵 山 附 近 及 び ポ ボン ル ル 
モッ ペ (IT) MED tre 除け ば , 雷 比 上 困難 を 感ずる 場合 を きも の ・ ゝ 
如 し 。 筆者 は 高橋 難 授 の 撰 定 に 係る 北海 道 第 三 紀 新 成 統 の 各種 頁 豊 の 化 則 
分 析 に 従事 し, 種々 注意 す 可 き 結果 を 見 る に BIO, KIB C SKIL, 幌内 
PAU (3) RO Bie (2) OL EL RNS HORAN LOLA 
と , 稚内 産 硬質 頁岩 (12 う の それ を 比較 せる も の に し て , (3 及び (2) は 其 外見 


Be st 


= 
mule 


m 及 RE ok 71021) 


上 の 相知 に 開 は ら ず 其 主 成分 に 著 し き 差 逢 な く , 只 前 者 は 海 終 石 を 含み , 其 
BRO LB. MP SLAM. HAMA LHR 
9 SEMBIEK I UT, 本 邦 油 


“CORES | DAME | (3 幌内 ue ee 

iad Ny = )- ie 
iO 72.33 66.27 66.67 田 に 最も BH & 型 に 廊 
Al203 10.06 14.84 12.10 S$ 5 PAZ Se Heh AO wx 
Fe203 5.06 4.62 7.64 。 猫 之 等 を 新津 油 
ees 0.64 0.82 1.25 ク 及 び 『 眞 珠 岩 中 叉 は lal 
MgO | 152 | 203 1.28 
MnO 0.08 0.13 0.19 | の 凝 旅 頁 岩 に (前 貴 参 照 ) 
TiO, 0.18 0.23 0.28 Z 
P205 0.05 | 907 0.11 に 比較 する に , HAR 於 
Na20 1.85 | 189 2.30 TIL ABZ SDM <¢ HA’ 
L, Ig, 9 Cae ea Gl 5.31 : 

a | | | PELOSI PAULS 

Total 100.20 100.30 100.16 


K,O/Na,0 の 異常 は 稚内 
及び 幌内 頁岩 に は 之 を 認 む る HES. CHOPRA SRICMS Td, 大 
夕張 地方 に 於 けり る 所 調 幌 内 頁岩 の 成分 問 比 と 共に 追 報 する 事 あ る 可 し 。* そ 
DAR BRS AO ls, 1) =0.06, (2) = 0.02% tO ET 


a AG Be HE Se 


HRMOBRBRICOlWT Ct 
a kt Of] 家 武 
, 緒 = 
2 (GB, DEC BR WER CO EB SHAD BRO—DUs, WD le U 
EE hI HA BEB AECChemical srecies) を 明確 に 知ら ん こと で ある 。 iB 
wi OTHE YD s DALBMO FAMERS EK Existenzfahigkeit) あ 
Mort ce Cho, EBREMDD, ASCE BAO tie 
WETS LIOMS, BACHOMBUSD 分 子 比 か らい か な る 化合 物 の 人 存 


7222) ee a ae 


4% FE ADIGA BMS BER SIS 週 期 律 表 に よる も COT 


ALL, 化合 物 の BACT, RICHEST, 互 に ABET NS BOTH 
223, IARMERAG REMI MAE. Ge RIC LTO So WS ISHN 
ける 多様 性 の 下 に 天然 に 於 て 所 調 生 贈 を 輪廻 し , 一 は 高温 度 に 於 ける 多様 
性 杉 現 に よ つ て 所 調 「 生 な き 」 地 殻 を 輸 加 し て 挫 た 。 SEM OZ BEE RE 
SU CBWE 4, (1) 適度 の 溶媒 の な きこ と , 溶融 温度 の 高 きこ と , 蒸 
RIROME LSS. LECL A 電 花 現象 の RYDE, 分 子 量 測定 の 不可 
能 , @) 其 の 置換 の 困難 , (3) 化 課 構 造 式 決定 に 有効 な る 合成 反 應 の 困難 , (4) 
- WERESENRCHy droslicic acid) の 構造 不 確 定 等 の 理由 に より , 化 豪 式 決定 も 間 
接 的 類推 的 で あつ て , 19 世紀 の 初頭 Berzelius が 毛 調 球 酸 填 太 物 を 各種 優 
 MSEMOMM% O と 指摘 し て 以 來 , FILES も 論議 の 大 部 分 は 分 析 の 結果 
を いか な る 化 剖 式 に 収 む べき か と いふ 形式 論 で ある 。 

この 形式 論 中 に も , 一 般 無 機構 造 式 論 を BRL LCLEO BHEDH 3, 
最も 古典 的 な 参 へ 方 は すべ て の ERG % Henram Sig Osuim (m= 0, 


—1,-—2,—3,—4, に 階 が ひ それ ぞ れ Ortho-, Meta-, Meso-, Para-, Tetrero-, 
» ES | 2, =" 


Pentero- n-Silicic acid) Qi L%\ OCH Hv, Aluminosilicates に 於 て 
は Al を 陽 根 に 属 せ し むる か (J. J. Berzelius), 叉 は Aluminate と し て 陰 根 
に 層 せ し むる か (C. F. Rammelsberg, D. A. Brauns, V. Goldschmidt) に 
つい て は , 混 卓 義 係 を BSI ASs & BLICHSTBKO Re, S. 
L. Penfield, H. W. Foote, W. Vernadsky に 至 つ て は Aluminosilicate \=¥} 
し て は 大夫 と し て AlgOg-nSi02g:mH.2O Alumino-n-silicic acid (6>n>1) 
な る heteropoly acid RY fc. 2, 壇 基 度 を 決定 する m の 値 に 召し て uni- 
que 7 Behe eS SS EBA BL へ て ゐる ない 。 加 ふ る に Scapolite 

group, topaz, nosean, haityn, sodalite 妊 の 異常 千 酸 壊 に つい て は BES AT 
が 少 い 。 


a 論 及 re 73@23) 


CDE SCOT Johann Jakob に ょ つて 提出 され た 配 位 構 造 訟 は 形式 
論 上 に 一 つの 革命 を 興 へ た と 同時 に , 基 直接 的 護 明 手段 に 有利 な 暗示 を 奥 
へ る も の ゝ ^ よ ょ よう で ある ぁ ら , 有 即ち 彼 は 1919 E HE re 4B AEch OBE LMI ( Mineralizer ) 
BIRT SICH O, BME EMBO 1 1 オン の FERN. 1924 年 10 月 22 日 
London (ca Tak S AME BEOWMLS| pls B Faraday 
Society, Mineralogical Society, Geological Society Oi Nim & (LT lg, 
彼 の 師 Paul Niggli ges + - BIC k SANG — RPI OMB Sr 
tz, 1926~1927 の Sprechsaal (= J. Jakob PRRUK COBB, PRE 
NRA 2 KE CHE ED 6 SS34OTHS 5. WC E. Gruner は 
Ultramarin の 構造 に 詩 し て SHR INO, また W. Wahl (eskRRaN の 赤 
外線 吸 政 か 5 錯 壊 褒 と の 一 致 を 見 た 。Jakob は 一 般 無機 錯 壇 論 の 者 窒 A. 
Werner の 晩年 の 門下 で , 4 P. Niggli OF 1246 0, MOB CHORE 
に あり と 艇 すべ き で あら 5 。 

以下 繧 流す る 小 論 中 , 其 一 及 其 二 の 前 件 は ILI 2 ABI, Whe Jakob, 
Sprechsal 60,1~4 の 紹介 を 主 と し, His C STAGE ARBOR 
的 分 析 に よる 存在 範 園 の 決定 等 , 即ち 本 論文 の 基 二 及び 其 三 は 筆者 の 試み 
る 所 で ある 。Jakob が 辻 母 類 に 開 し て 研究 する 万, 例 へ ば Zeits. Krist. 69, 
217, 1928 は 今 し ば らく 論外 と する 。 

(A) Jakob の 形式 論 

Jakob 氏 の 錯 填 論 は 漁 の 三 個 の 命題 を 根本 的 の 約束 と する , 

第 一 Si ORCL (Cordination number) は じ C の 其 の 如く 最大 6 LAnx 
Bo CHUREEIBIG A ENBE, RaS 正 。 や 或 る 種 の Si の 入 つ た Organic com- 


pound 例 へ ば Tri-a-methyl-B-acetyl-vinyl-mono-chloroorthosilicate (第 一 


1) Zeits, anorg, Chem, Bd, 106, 229, 1919. 2) Zeits, angew, Chem, Bd, 
41, 446, 1928. 3) Zeits, Kryst. 66, 1927. 
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園 上 園 ) の 存在 に ょ つて 知ら れる 。 fal P HRS Hauptvalenz, 断 績 線 は 
Nebenvalenz に よる 結合 を 示 し , Bika Koordination-oktahedron を 示す 。 


第 二 乃 至 第 六 園 に 於 て も 同様 と す 。 


第 一 第 二 SiOs (SMoirey Bes & CH 
: 7 : MISPIZTA OBS LBB 
of unas x «| fer これ は Tungustemsilicic acid 
ao / | CSi0g,(WO3WOs)¢ JHg, Molybde- 
Cc 
2 numsilicicacid (SiO, (MoO3Mo005)3) 
Gee ee Hy t ZOBHB LY 6224 (S06) 
FIG Pax = 
Pe ug Hs BBE, 前 者 は 後者 に 既に 
LE ee ha 通常 の 意味 の Be WE UE 


WOs や MoOs が 配 位 的 に ADT 
DELBAGHSL ED GHIEUT, SiOz も (SiO, (SiO。 Si02)eJ の kD 
ASTHEILSGRS, COL SPORFUK SICH LEKOEMR 
する 。 

第 三 AWBSEMRE LTCSIO,) Hy (SI051 He, CSiO。 He HRT So 
これ は , ED 例 に 於 ける LSIO。6J Hs OP HIRLE LOT, これ を 原 態 
Prototypen £#F#UTH45:mMBlaK-A Tetra-oxo-kieselsiure, penta-oxo- 
kieselsaure, Hexa-oxo-kieselsaure で ある ぁ る 。 

RiLIRREO RR KO BR SIO。 を 核 内 に 輸入 し て , BRK ROOFER 
の 筑 例 を 包 合 せ し む る こ と の 出来 る の を 示す 。 そ の 方 法 談 の 通り 。 

(1) Re Prototypen. 

例 Zirkon, (SiO, Zr, Zirkonium-tetra-oxo-silikat. 

Audalusit. (SiO; JAl, Dialuminium-penta-oxo-silikat. 


Prisinatin (SiO. Int? Magnesiumdialuminium-hexa-oxo-silikat. 


評 論 及 雑 OR 75(25) 


(2) Mono-silico fiji (1) の 原 離 に SIO。 & FRA LIB OC, 
MMIIZ(& CSI0QSIO,) Ry, (SIO, SIO, IRS, (SIOSIO,JR, の 三種 ある 
DB, 最後 の も の し か 知ら 6 られ て ゐる な い 。 ; 

Serpentin (Si0.:S 83 clit SiO. -SiO.. 74! 

例 Serpentin (SiO, 106 iy. HO; Ottrelitr SiO 。 SiOc) Fee H, O 


この H,0 ($3 NeU TER 第 = 
の ANC BA し て ゐる (anla- oe 
gen) LAD. BHEO 構造 式 は a0 
WARNE BI FEO? 5 CHO ees "g 
aC, Ze | Mono-silico-n-oxo-silikat ies a 0 
と 名 づけ る 。 


(2)。 Disilico 4, Bila <1) の 原 


ーー 
BI SiO。 =F I= ie Lhe Noe a8 =e 
R \ 2 を 箇 配 位 的 eA Beas Lee : 
( ™ eB Wy ri 
tcl dD tc; (2) Cs CS TE ‘ 
Disilico-hexa-oxo-silikat の み し か i 


し られ て ゐ な い 。 
例 MeerschaumrS$iO。.Si02:Si0。 ae Comarit(Si0,-Si0,-Sio,) Nz 
FE ON EN (3.55 — El LBL FOI O 。 ‘ 
(2)3 Trisilico $§, (1) OBER SiO。 2= fA LK LOCH HO HS 
式 は , 例 へ ば Trisilico-hexa-oxo-silikat に つい て は 第 三 園 上 園 の 通り 
で あつ て , COKeFHMT iis, CO ae Lr 3 ADORED 8 fil 
DO SRE EATH So MIC(SIOg SIO g-SiIO02-Si0g] Hg = (Si(Si0.4)3) 
He, と 書き 得 る <。 
即ち 志 式 は 事 冥 上 同一 物 を 示し て ゐる 。 
Bl Talk, CSiCSIO4)s IES? Pyrophyllit (Si (Si04)3) Fy? 


7626) aA BM ke 


(2), Hexa-silico $4 Tetra- Penta- silico HERZ 
<i(S1O'z \5 > 
[S10 9: SiO: SIO,- S'0,- Si0g) Rg=[Si 605 80,) JKs, 
10 4 
\ [SiO 4: SiO。. SiO。. SiO»: SiO»: SiO = CO 2280, Si04) Re 
で ある な だ 存在 の 例 な く (以上 すべ て hexa-oxo-silikat に つい て ), 存在 し て 


ゐる の は 
[SIO yg: SIO g. Si02. SiO 9. SiO . SI0 2 SIDg J Rg =[CSi(Si02: SI04)3) Reg 


な る hexa-silico-hexa-oxo-silikat 第 = 
DAT (2)3 DKAD #3 Welz ay 
= 0 aes ey \ ae 
SiO. BRK —MHA し た も の で RR CR 
sree SESS 
ある 。 OR soe ee 
a SS 
例 Stellerit (Si (SiO. SiO,) 
Aly (20 )g t 
3J “4 
Ca» (H20)4 Tek a as, 
その 構造 式 は 第 三 園 下 園 の 通 で て | Spice, aes 
pesic yt saa Mg 
ある 。 a eee No? Noe 


(2), Ennea-silico $8 Prototypen 
LSiO4] Hg, (SiOsJHe よめ 誘導 し た も の の な いこ と (2)3, Qa に 見 る よ 
IT, EE) 

CSiO2. SiO2. Si02. SiOz. Si02. SIO. SID» Si02. $02. SIO, JRe = 

[Si (Si02. Si02. Si04)3J Rs 
で あつ て , H (2). に 於 ける 義 係 は (2)』 の (2)s に 於 けり る と 同様 8 岐 に 更 
に SiO。 を 導入 し た も の で ある , HMR (2). (第 三 園 下 園 ) の 
OR I 

で て ポ き か へ た と 思 へ ば ょ よい わけ で て ある 。( 園 路 す ) 


fi] Mordenit CSi(SiO。.SiO。. SiOa)sIGazttOy-” 
4 
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YE (2)s, (2)4, (2)5 に 於 ける 式 の 別表 現 を 一 般 化 し て , KE 
(Si (SIOg. SIOn)3)R,,  Cp—4=6¢m—2)) 


第 gb & OR BN, Zc Bn-silico-m- 
ae oxo-Silikato-silikal の 名 を 命じ る 。 
Ce 
: I —— ; e. OBES, — fib RE n=0 を 許 U; 
oS SRY Ee ae oo . 
oe ite ao | fap Mya SiOn の m は Prototypen よめ の 参 へ 
2 ンー 
=o | ee < m=4, m=5, m=6 の 三 つ の 場 


SRENS, 但し m=4 は 前 逃し て 
OU ane ena UtOr. 


eee se 
a Ss Ss oars = (3), n=0, m=5, Penta-oxo- 
SETS ay RE silkat, (Si (SiDs)37Ry 
sw ‘Oo 
SFE 例 ALBNCSI(SIO5) sIK"° 


HHOREK CBOE LB Ris OO. 
(3). n=1, m=5 Trisilico-penta-oxo-silikato-silikat(Si( SiO 2SiO; ) g}Ris 
例 は 未だ 知ら れず , 構造 は 3): OSHNIERCGSCEW6 (24 O(Ds 
ete Gia 
[MU 2 ERIC S (3)1 HUBERT SiC ei 
ける と 同じ く ( カ 1 Mle] EMIS FO Of <6 ee 


..O O- 
oe a si < 


ae n=2, m=5 ane te eer (Si (SiO»:Si0, 
S105 )3) Ris 
(3)4 n=8, m=5 Ennea-silico-penta-oxo-silikato-silikat 
[Si (Si02. SiO2: SiO: SiI05)5) Ru も 同様 な 9。 例 な し 。 
(3); n=0, m=6, Hexa-oxo-silikato-silikat (Si (SiO, )3) Re 
例 Lorenzenit [Si (SiO, ) sly, 
BHO Hae X (3% Hilal _b fal O38 9 © 
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(3)e n=i, m=6. — Trisilico-hexa-oxo-silikato-silikat 
(SICSIO2. SI0g)a Re 
(3)。 OD(3)s に 於 ける SiO。 DERSAILE Rik AO URI OR 
W724 So 


第 i 例 Moravit(Si(Si0,-SiOg )3 J 
Al4.MgoH, 
| _20— ae 
Ge ie ieee (3)7 n=2, m=6, Hexa-silico- 
rae a ee eee . 
ae x Brae: i RE : hexa -oxo-silikato-silikat 
DONA SES So 20 
=e ーー [Si (SiO2. SiDg: Si08)3] Re 
ーー >... i Nn 
os ee ow . fi) Tschewkinit (Si (SiO,. 
—= 
SiOg. SiOg )3 (Ke, Di, Ce; Tea) 
(3)g n=38, m=6, Ennea- 
yee silico-hexa-oxo-silikato-silikat 
Osa 4 pa aoa 
Aad [Si(SiO 2. SIO. $102. SIOg) 5) 
ES Aa Stead ! H I 
0 Ne aS £ Roo 例 な し 。 
ec DLE (8) (CSR te BRlaeb do we 


: を 占め る 原子 が Si で あつ た が , 
= AHA LT 配 位 能 力 ある 原子 な ら 如 何 な る 元素 に て も 許 LI る と す 
る 。 こ の 一 般 式 を 書く に あたら , 其 の 元素 X OT OMT ERD を + 
と すれ ば , 一 般 式 は 


CX "(SIO。.SiOm)aJR。 ここ ヽ に 荷電 の 開 係 より p+r=6Cmー2) 
命名 は X=ーAl な ら 6 3n-Silico-m-oxo-silikato-aluminat 
X=Mg な ら 5 3n-silico-m-oxo-silikato-magnesoat, 
X=Fe' な ら 同 様 -Ferroat と 呼ぶ の 類 で ある 。 BRUM Z 
の 範 購 に 入る も の が 多い 。 


¥ 


a 論 及 雑 GR 79<29) 


(4), n=0, m=4, qetra-ox6-silikato i 
例 X=Al, Nephelin CAl (Si0,)s) Ne 
(Dialuminiumtrinatrium tetra-oxo-silikato-aluminat ) 
BEG O tipi US Fold FIO 0 。 
(4). n=1, m=4  Trisilico-tetra-oxo-silikato +4 


例 X=Al, Leucit CAl (Si02.5i04 )s IR 


X=Zr, Katapleit, (Zr (SiO,+SiO,)5) (Ga, No} CO 
(Zirkonat. ) 
以下 構造 式 は 容易 に 想像 し ぅ OR ZRAS, (4) DAES. 
(4)3 n=2, m=4, Hexa-silico-tetra-oxo-silikato i 
例 X=Al, Albit (A1(SiO,* SiO, + SiO,)s Ne 


(4)4 n=3, m=4, Ennea-silico-tetra-oxo-silikato t¥ 
Al 


例 X=Al Malarit (Al (SiO,+SiO, SiOz SiO4) Ih 
H 
(4), n=0, m=5, Penta-oxo-silikato +¥ 


Al 

例 X=Al, Cebollit (Al (SiO,),) Ca; 

Hy 

(4), n=1, m=5, Trisilico-penta-oxo-silikato $y 

fl X=Mg, Akermanit, CMg(SiO2SiOs)s (Magnesoat ) 

立 簡 構造 式 は 第 六 園 上 賠 の 通 0 。, 
(4)7 n=2, m=5, Hexa-silico-penta-oxo-silikato tj 

fl X=Ti Benitoit (Ti (SiN gSi09-SiO; )3 ) ie (Titanat.) 
(4), n=3, m=5 Ennea-silico-penta-oxo-silikato $f, 例 な し 
(4)。 n=0, m=6 Hexa-oxo-silikato dM 

例 X=Al Dumortierit (Al (Si0,)3 Al, 


(Dion=1,m=6, Tri-silico hexa-oxo-silikato ia 


80030) S OTR ty BR ue SS 


fi] X=Al, Avorthit CAI(SIOg+ SiO, ) Ia 
3 
(nn=2, m=6, Hexa-silico-hexa-oxo-silikato 壇 


ee oe 例 X=AL Astibtn 
CAL (SiO zSiOg 


isis $i Pe Alx 
oe. oe SiO.) aIue 
See) i : | n ssJMg 
0 (4);is n=3, m=6, Ennea- 
NN ペペ ME v i Ni6 
ae rd i, ak SS Stl “V0 age a 
Sones ee. pues Parse? silico-hexa-oxo-silikato 54 
Bae Fei ee て 
| PASE 
以上 が Jakob の 形式 論 の 展 
geen 開 の 結果 THOT, これ が 
fog Mite cones 3 
on pe ie os ‘ Existentzfahigkeit を 決定 す 
a fa | < 0 : eS も ~ 
F0-8 east Hy3 る 包 と な ら 4) tBrxborac 
Sse OS 
SW 9 I iii Ze tc 3 FE ARAM RD t 
Caer bear 


Beh ad CaSiOg の 如き 通常 の 式 に て 
A さる ゝ も の 及 Prototypen 
を 除く の も の に あつ て は , 之 を 約 3~4 符 に 分 つこ と が 出来 る 。 


第 一 天 CSiO2*SiO〕R。 p=2 (m—2) 
55 BE CSi(SiO。 SiOm) JR, p+4=6 (m-2) 


=H CRMCSIO。 SIO,)g)IR, p+3=6 (m—2) 
叉 は (RUSIOySIOn)gR, p+ 2=6(m—2) 
以上 は すべ て MMC OLOLATCTHOUED 配 位 敷 6 以下 の _OsM 
に は 之 を 見 , Mee 4 OP) LE UT Axinit F~MF CHS, (ALI OBIE 
すべ きも の は 配 位 し た SiO。 SMMC LACHSILTHS. 式 は 
BOL 30 (C8, Re, MH 
RY WBS eX SS NEE) POA < DOBBS ITA GS, CRE) 


評論 =O SR 8108 


BOB ARs Bie we UG TT Gt) 
a 二 = B 峰寺 
1 SAA, SVU AEE SRD MEIC CAD tutto 周知 の 如く , 
AEE GG ISA EP 2 RED SY 4 CHS CIR 4 ECA EG ha, 
AEE IS BGS SPB ED 議 せ られ る も の で あつ て , HE の 第 一 回 は 
NIADRINTC, BIBS H—AhFVIOr*n#r eC, で で 第 ミ 
回 は 1926 年 の 秋 , 本 邦 東 京 で 褒 大 に 取 行 は れ た 事 は , SADC MARZ 
S2BCHS. 今回 の 和 會 議 に 於 て 論議 せら れ た の は , Physical sciences, biol- 
ogical sciences 及 agricultural sciences の 三方 面 で , 此 の 中 physical sciences 
(EIA SB, Ss, WEG A, HS, HN By RS, RE, 地理 
B BRE, KS, RR a BECP ONT, HOA S る 範 園 は 其 


PDL LOCH, MCA BMABA KUTT C, EE ROC, 特 


(BD, eC BELO. ASWU, BMWS Bt OCH L 
て 居 つ た の は , 注目 すべ き 事 柄 で あつ て , FAD RG LU OR, BEO FFL 
IR LS SRCH So 

か くし て , ABD 6S tEBDHOBH LOCH L, HOR KARE Ee 
39 名 , BM im CBS 70 AROS Sle U, RIM PD B— Tee HdDLOTHO 
た 。 BABWAA SHIRT 6 AS RRMA LY 主 学 者 側 の 特別 指名 
招待 に 依 0 烈 府 せら れ た の を WE L, BI, RE, 伊原 , 伊木 , 加藤 , 松山 , 中 
Bt, PA, 田中 , pee, 徳永 , LARA BO ih Be OH eG tric D, BLK 
ROD 6 ZB WHOA SAMBA SNOW, HOSMOB LY 
hE Sd. ZIBMUEY FAM Cis RAE BHD A. C. D. de 
Graeff FEGIEO FV tc, FES MO MITER General presidente O. de Vries 
fPIC, MAMA Ott W. F. Gisolf 博士 , Ch. E. Stehn 
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TESA UT BRO BORE MIB な か らし めん と カカ め た 。 筆者 も if 
HAC BIE LCA 2ST OR BLOT, HAVE 5 見 聞 の 億 を ABA 
記し て 見 た いと 思ふ 。 

SHOPWLARATNAERA= +A 10 日 間 て , 之 に 引 靖 き 自 五 月 
ーー ト 六 日 至 六 月 四 日 10 日 間 の 見 鼻 族 行 が 行 は も た の で ある が , fd ZICH 
6 AA FIADS 3 日 間 に 豆 の , WA, 地理 , KRM DAAME D7 F x 

ト ァ (Krakatau) Jk LATOR T 6 drt. 3 

{rb FRE, 吾 等 一 行 を RU t—2—-, ~-lSMSOT, ウェ ル 
テ プレ ー デ ン (Weltevreden) の ホホ テル, ターニング ダス プレ ー ン を 後に バタ 
ビア (Batavia) の 港 タ ンジ ョ ン , プ リオ す (Tandjoeng Priok) MiLGAN EL 6p 
の 間 , Patil 7 FRED, FAO ARO eels, Osc K. P.M. OF UR 
Rumphius 9f(25@ M$, HIE? 9} THRU THDL UK ABS 3000 ROI 
BIC HD & O), thio Wega HF LRT AAR SPAMOR DA FRA MOMRAT 
に は WHT BRD 本 邦 代 表 者 の 大 多 敷 が 参加 し た の は 勿論 で ある 
D AMADA & BE CHIN 0,110 名 の 定員 に 般 室 も 不足 を 生じ た 位 , 賑 か 
な 極み で , HH EA BORE | Lacroix 博士 夫 姜 の 顔 る 見 え , 敬 津 博士 等 と 親 
窓 な 固い 握手 を 交 き され て 居 つ た の る も, 國際 的 の 感 を 深 か ら LOK. 

EME, クラ ヵ ト アァ アー 群 の 島々 は 意 々 吾 等 の 眼前 に 現れ た 。 Cla) 
此 の 日 天気 晴 訓 , 一 度 起 つて は 天 を も 焦 す 此 火 山 も, 常夏 の 朝日 を 浴び て , 温 
容 破 顔 吾 等 を 迎 ふ る も の ゝ 如く で あつ た 。 ク ラ カ ト ア は スンダ, スマ トラ 
RIME OF], A ンダ 論 峡 に 横 た は る 火山 島 て , BEFE 1883 4E ORME BE L 
て は , BOAO TH 3 BEC 20 MED EASE LU, 世界 中 天 日 劉 に 暗く , IMMER A YF 
ラ の 海岸 に は 津 浪 起 9, EBC 8 4 萬 人 近く の 生命 が 奪 は れ た ょ と いふ 事 は 
有名 な 話 で て ある が だ , 最近 は 叉 海底 火山 の 活動 て , KUBBOU BON & tO 
て 居る の で ある 。 こ ゝ に は クラ ヵ ト アァ の 他 に Lang Eiland 及 Verlaten 


ss 


x A kh OM & 83033) 


Eiland 2y SER US EK SOME 2 つの 島 が あつ て , ZEB =A 


に 配列 し て 居る の で ある が だ , 何れ る も 其 の 項 を 三角 形 の 中 央 宏 間 部 の He ti 


し て 有する 事 が , 特に AWOTRA KS HH HLOKIIO 形 に は BE OR 


第 一 & 1 BHOKD, その 昔 は , ZEIO 

の 島々 を 連ね た 1 つの 大 き な 火 山 
: 島 を な し て 居 つた の だ と いふ ABE 
Ng 


hay HOBIE S, Hb LAME 6S. 
: Fy, 之 等 の 中 で クラ ヵ ト アテ は 高 る 800 
ANAK KRAKATAU 


RAY C imi, HD 2 島 は 何れ 200 
米 足 1 ら ず の 低い も の で ある 。 一 同 
| KRAKATAU HD 2 7 WY 71 EBB, ee 18 

tk BEA ¢6nT BO pRB の 


) 0 { t ee 


Rie basaltic dyke, ( 4 — |g] Zwarte Hoek 


の basaltic lave flow, Rakata 北西 部 の pumice wall 4514, cordierite — 


を 含有 する pumice 等 あ も 示さ れ , 各自 と の り ど め に 標本 を 控 取 し た 。 
次 に 今度 は Wega HEC, 本 年 一 月 , 海 旗 噴 火 に 讐 つて 生じ た と いふ Anak 
Krakatau (第 三 園 ) に 向 ふ 。Anak Krakatau と は child of Krakatau の 意 


ChE. Cis 3 OMBO 中 間 に 位 し た 高 さ 100 米 足 ら ず の 小 さ な 島 


C, THE K DRAOWBNCKOTHUKAEDCHSB, BG K the RBH O 
basaltic lava か ら 成 つて 居る 。 上 陸 し て みる と , 一 端 に 偏 し た 島 の 頂上 に は , 
ie 2 RADA OME DAD THOT, 炊 第 々 々 に 海中 に 崩れ て 行く 有 様 
Bk Bako, Bis OMA AE CAB SH UTI Omar 8 ih 
受け られ た 。 KREME TEED 6 lk, MBAS Verlaten Eiland に , 
そし て 吾 等 は Lang Eiland に と 夫々 向 ふ 。 島 の 北東 側 か ら 上 陸 し て , 西側 
に 在 る 火山 研究 亡 の 観測 所 へ GAR. OS Ch 簡素 な 建物 の 中 に , S58 


> 
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鏡 を 据 附 け て , Anak Krakatau MN 1TO Tl OO LIS 

IORI LT7 FH tT REO—H ERA <, HORGIRK OD, 再び バ タ 
EPA IOC BE ICOW ROME か れこ れ 七 時 近く で て , や が て 熱帯 特有 の 黄 
FPA G va Zs 
は あわ た ご 
L< nh, 
Pa OD 2S 1K < 
サウ ザン ・ 
クロ ス の 腔 
き に , 書 の 
暑 さ きも 拭 は 
れ て, 南 國 
DRO Fel 
(SRO HII る の で あつ た 。 そし て 明 く る 士 四 日 の 未明 , MAHOU 2 ン 
ジョ ン , TY 4 ORRICHROU t Or, 


此 の 十 四 
日 の WA, 烈 
BRK ORB 
て の 者 は , 


2 


第 = ff 


レー デ > ン の 
Plauten-en 
Dierentuin 
ERG S 
Royal Bata- 


a 論 及 雑 祭 ; 85C35) 


via Society of Arts and Letters Eff native dances に 招待 せら れ た 。 定 


BRGY Olli 2 ROTC, IME—-*#O Bi fkts Javanese, Balinese, Ceram, 
Dyak, Papua 等 11 種 の 土 人 が , PRA ORO FIL On THU HOOK 
な , 何れ も 物 め づら し い も の 許 り 0 で あつ た 。 BHA S27 BAO 
coral reef SLE, ペタ ビア 市 の sight-secing, PWM WSs OE, 各自 
CO aE ty be REO, fel A RIO— A 2IR UK 

明け て 十 六 日 , 會 議 は 凛々 開か れ た 。 此 の 日 は 先 づ 開 會 式 丈 に 止ま る 。 


年 前 八 時 生か ら ウ ェ ル テ デ プレ ー デ シン シ の Aula of the Faculty of Law tH 


が 行 は れ た 。 MBC 22 F195 BONAR ORR A, KA EMG 6 PHL 


な さく , EVER IS #0 PR ROK BSR = SI, Hite 2k HRV OAT HSe LU, KO» 


CH HOBO General President NR H we SRO KR, SON BL 4 I 
STRESS. FHEPP ARIS Ha KROL OTH B. MOT, ME 
は 各 國 の 代表 を ッ ェ ル テ デ レー デン の Rijswijk 宮殿 に 招 じ , -A-ACH 
の 名 を 呼ん で 握手 を 求め , BRO RGSK 6 

+H &, 主宰 者 も BUS 偏 議 高 敵 パタ ビア か ら バン ドン (Ban- 
doeng) に 移 朝 すべ き 日 で ある 。 塗 中 世界 に 名 ある バイ テン ゲル の 植物 園 
に 立 寄 つ て , 一 同 バ ンド シン の ネ ホテ ル に 落着 いた の は 夜 に 入 つ て か ら で あ つ 
た 。 ペ バン ドン は 海兵 700 KOPN T: DDB AC, 暑気 も 軽く , OIL 
に 位 す る 高等 工業 中 校 の ゃ ラッ ヵ 式 の 重い 感じ の 建物 て , tN 日 か ら oF 
RA, 焦 々 鼻 術 的 本 會 議 に 入 つ た の で ある 。 開 條 中 の 日 記 を 次 に 認め る 。 

RAAB, Silt BALM /AMED 6MOT 正午 に 終 ぁ 。 MO 日 は 
Physical sciences と biological sciences LOMed, 夫々 別室 で 行 は れ た 。 
前 SOM SIA Td, 議題 は 「 大 下 洋 に 於 ける 重力 測定 結果 」 と 「 火 山 の 最 
近 笠 幌 的 研究 結果 」 ょ と の 2 つ で あつ て , バン ド ンマ の 地質 調査 記 長 A. C. de 
Jongh 氏 議 長 と な なめ, 議題 前 者 に 読 て は Utrecht KB Vening Meinesz 


i 


ss 
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(PED, LACM TD OMIT DR 2B Mawsc@ compiling を な し , 
EL UTARTEO WHEREBY MD imi 6H, fy Marshall, Vaughan, 
Lawson #8 LSORM 8 HOVER. : 

— RA+FIB, AMAR OR, BSAA ICIS LT 2y > F > 市 街 や 近郊 
O lial % PE L, KIS -— Aa —ePEROTHOMA Malabar 火山 の 中 腹 
に 在 る 無線 電信 局 や , —BRIED Tanara の 茶園 を 訪れ て , FBO BOC 
FO, 火山 の 國 の 美しい 風景 を , 心 ひ めく 許 9 BRLEDOTHOK. 

RA =+H, Physical 及 biological の MEME Cs, 234 7 ~ TUF の 
植物 園長 W. Docters van Leeuwen f8+O% 5» b 7 KHOA MBMAe 
HBA UCB CD 報告 及 論 議 あ も 0 り , 次 いで 太 球 洋 に 於 けり る coral 
reef の 成 生 と 其 の 分 布 と に 開 す る 旦 出 10 論文 を Vaughan 博士 が compile 
し , HOA, coral reef の 構造 , その dolomitization 等 に 開 し , Marshall, Stein- 
mann, Vaughan 諸 博 士 の 間 に discussion" が あつ た 。 

五 月 ニ + 一 日 。 此 の 日 の 合議 の physical sciences の 部 で は 地質 植物 の 隊 
合 部 稚 の 他 に , VECRWRBOPAG 40, KA MLD 2 < ORI 
KBR SHE, MOMS, HOKAPPORE RR 壇 分 の 分 布 MED 
論 ぜ られ て か ら , FAO 問題 に BO, LBB CRT, APE 
の 西部 及 西 南部 の 地震 の location は 特に 困難 で ある か ら , Manila を 中 心 
と し て , 闘 係 各 國 の 共同 研究 を し た いと いふ 米 國 の E.L. Jones 氏 の 提言 に 
SL, 各 國 代表 の 間 に 可 普 の 討論 あつ て , 結局 , 今後 互 に , せめ て 月 報 を 交換 
し や うと いふ 事 に な る 。Concordia Club に 於 ける 史 の バン ドン > 市 招待 の 
gala-party で は , 大 が か りな オー ケス トラ を 和 豆 か せ , PLVERESACTHR 
れ た 。 (RFE) 


cian 


- i 87037) 
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557, BREAOKE Smith, W. C. 
ZEIC Ihe brk SBIRB A BB 
| VERO SC Ea IRE IC FES S fi wD 
CHR te S% OK LT, 1912 年 Hutchin- 
sop, A 及び 著者 に より て RIN LY 
の な り 。 MNKs OWA PIC AE SS 
15 DBE shi D & Fedrov method に より 
% OKFEM ROTH e REL, 更に 5 の 
DE inl & AEH SWS VY WSR 
D-H OLEKMEWICBS S ih 
び 接 面 の 極 の 角度 を WHEL, Ch LO 
を Duparc & Reinhard jer koe Hi 
へ られ し 平射 投影 賠 上 に Peal, mL 
CH OR, 面 指 敷 及び BEA DKA 
等 を 決定 せり 。 研究 せら れ た る 15 Hin 
の 中 草 長 石 式 , カル ルス え スベ バッ ド 式 及 び ペ 
リク リン 式 双 上 品 を な す も ゃ の は 1 に し て , 草 
長石 式 及 び ペ リク リン 式 双 上 品 を な する も の 
4, 草 長 石 式 及 び カ ヵ カル ルス バッ ド 式 双 上 品 を 
な する も の 4, 草 長 石 式 双 上 品 の みか を 有する る も 
Olt 6 te 0 5 HEB 前 に は 正 に し て , Seb 
角 は 82° (38 WWE OF D, Ba 
LEED HT, HOB MARU 光 軸 角 の 三 見 地 
EY Abss Ang, Ors を 精確 な る TLE UT 
控 用 を られ た り 。 CMin, Mag., 21, 543~ 
551,1928) CHELAN 
358, KAU RKC FS MHRAOD 
解 ASH S91 SFR 


359, O58 Winchell, A. N. — 

Tith > wt 属 折 , 重 属 折 と i BEDE 
の 物理 的 性 質 を 限定 する % ゃ の な リ り 。 現在 
に 於 て は と ゥ 資料 少 け れ ど 著者 は 諸 種 の 


| SWE V2 ew, Diy o MIAN, No, 


Nm, ©4jf§% Frauenhofer line F 4861 A 
及び Frauenhofer line C6563 A に て 測 
定 せ る 値 に な ほし , Nr 一 Nc の 差 の 大 小 


に 依り 順次 に 分 類 を そり 。 僧 黄色, 赤色 , 者 


色 に 習 す る [SOD FXO BEN, No, . 
Nm SHRGELS Vo Bit wikis fei 
X OMAAC KY Bint Ss OF Sz 

fr) RAT AAO Wey dF LB A CARE A 
CT > LO Pils ELBA, mullite の 場合 に 
mA bh, COMB Mite S 他 OIE 
BVA Ct WKY YU しゃ の な る 


が , DHE mullite OAH) 2 倍 な る 事 知 らち 


れ た り 。 Am, Min, 14, 125~149, 1929. 
〔 河 野 ) 

360, sea? ILA) AA ABICRT 
Kunitz, W. 

Brozger (x MAG) WEE IC fe V Barke- 
vikit と Arfvedosonit Dy eM L, E. 
Lehmann, Johansen (£4478 UJ20, L 
PSCMHAO'PlAldte SZ Kataphorite の 
如き は , 大 部 分 粗 面 岩 , phonolite 4 orp 


lave sid ¢ と し て , 非常 に 小さ きき 粒 と な つ | 


TH づれ ば , LEME te lo 著者 は 
Zentrifugierens ORC CHNAL eA 


| k YAEL, Walff 氏 の ピペット 装置 に て 


ZEMBK ERY, CORE CHB IC 


「 され た る 16 OM NAO LAI Ic fk 


Y Syntagmatit HCag Als Fes Sig Oo;— 
Arfvedosonit HNag Fes SigQo5 % pao & 


8888) i> ° 


he 


する 混合 列 を 得 た り 。 と の 角 内 石 類 に は , 
普通 の Mg 及び Fe OFA lel REED PIC BY 
RARMUOMAh ROGATSCLE 
見 され , HRARMIC WT B asin ¢ CNaSi) 
と CCa A の 変換 た 依り HEME © fir 
LOR L & SME Y , COLO OHH ls 
Barkerikit 12°~Arfvedsonit 80° 1c #84 3 。 
FA CORANA OWE V Bic Glau- 
kophan INO PAIK 進み , Becke 其他 は 
Gostaldit 2 Riebekit の 混合 列 を BE 
せる が , Us OFFNAOLO 分 析 の 結果 
は 御 の 如 き 列 を 譜 明 を せり 。 即ち Gostaldit 
Hse(NaAl)2Mg4SigOg— Riebekit Ho 
CNa Fe)oMg4Sig Oo7 te Uo HEORKE 
陽 起 石 H2Cag Mg¢ Sig O27 に 比較 そば 普 
THEA, ‘IA IK RAG te BCNa Al} (Ca 
Mg) の 変換 起 る 。 此 等 の と と は 叉 陽 起 石 
と Glaukophan of] ORF & HAR L 
to Chik 0H) oO 角 肉 石 の 研究 
CFE NIE SRO MIE 2% KEK LT, 20 
水 酸 根 に 相 営 する る , 酸 化 そ る ゃ の は 1% 
OntNin Krist. Petr, 12, 
137-~138,1927. C 河 野 〕 

361, GRRSRS PHBH 

DEB IC TS CH LAR MOMM SAO 
Be SLOKLT, 基 員 敷 の 一 に KS 操 
作 叉 は 基 組 合せ を 施し た る 結果 紫 集 合 中 
に 存する 一 員 と な る 事 な り 。 和 群 の 員 敷 は 
有限 な る 事 あ り , 叉 無限 な る 事 あ り 。 二 操 
作 或 は 其 以 上 の 操作 を 施し た る 結果 は 他 
の 一 操作 を 施し た る も の と 同 結 果 を 生 ず 
る 事 . 即 ち 靖 合法 則 は 常に 成立 すれ どる , 
FRE ONES & BHT S 事 , 即ち 変換 法 
則 の 成立 する 事 と 然 ら ざる 事 と あり 。 th 


の 次 換 法 則 の 成立 する 場合 を ア | ミル 群 

と 名 付く 。 

55 (a UhB am ee KO BVI BIAS 
V, MES RACR CA MBs —ORS 
HER LEE S — TH IK PIR E RV ERE 
ME & Hit (FG RAL OH & te 3 OAR 
Hee Vo MEANKIK RT | ミル 和 群 と 然 ち らち ざ 
る も の あり 正方 本 は 前 者 に 属し 姜 面 体 は 
PBOPMIEY . PK AMR SHI EV 
CHS LORE MMIC Ot eB 
PU RMON MeOBS 
—BArL Zhe Moet Leoti 
BRECK SWORBL ZRenl>, 
卓 体 に 於 て は 操作 の 結果 前 と 全く 同形 な 
る も の を 生ずる 事 に あり 。 之 れ は な 即ち 凌 
Hit AE 8 Fe SAH Te Vo 

Ha hint am (CNT S RF ORG io HERR 
HEE MT LOM UTCHAIAIK KV CHER 
{ERAS PRED SL OHV, MHMOSDL 
 B WML 3270 D 3 lL AAS 3 ie SAS 
原子 排列 に 230 Hid SE LHimk UBD 
Ke LYS S Bie CRB 45,1 ~ 
18,1929 ) (加藤 
362, BHALOKASAR 
WAR — 

BEA LOBWARACARME A, 
BRAM & PSK t ORAGHD BIC 
Fo MEK YNA, BRAD V ML 
CHALAALO RA & ARMA Ze Y 
LEE) MOC HLODHAD BO 
Sew e —BEV RK ALORA 
開 し 著者 の 提唱 さる ゝ 所 は 石英 粗 面 岩 の 
AIC YS. CARR BKO LAUR S 
結果 と し て , an 4 P REBT VS HU 4 


ARLE 


: cea 
RO3s44P ERLE, 両者 は 複合 物 
"を 作り Al203:6SiO2:nHe20 を 形成 せる 
も の と せり 。 叉 玄武 岩 は 後 火山 作用 の 源 
を な せり と る も 考 へ た を た り 。 か く て 間 澤 氏 が 
自 土 の 成因 を 海岸 季 方 の 潮 舞 に よる 風化 
TEAC Bret LICL, DKK EA を 後 
火山 作用 な り と 論 結 を Yo CLARE, 32, 
564~568, WB 4) #7) 

363, Weitendorf ZHBOMMIERR 
Yn & eR eiey Machatschki, F. 

1. ERG AS V, (a). HAMAAP 
色 の 僅か に BW の も の に し て , RAR 
多量 た に 混ぜ る 石英 細 片 な り 。( も b). RE 
上 明 の も の に し て , 等 質 体 の る も の 少し ゃ な 
bo WA IS Hl * Mls — Hh 2K Hye, 
MOY Ge LBA BW OD & DH 
iz V o 

2. SEU As FERSIC AMS 繊維 より な 
0, Ade OD be BEL, BIR 22% 
と し て 出 ず 。 

3. Hullit CHM sHwWe LC FEM 
され た る % ゃ の に し て ,Mergel, BA LH 
出 で , —EORBKDEAS 6 The 言 
ふ に は 不適 営 な る 物質 な り 。 著 者 は 色 に 
ょ りこ と れ を 三種 類 に 分 ち , 各 々 を 分 析 し , 
是 等 を ME に 溶かし , ZIRT Sd 
DRURY eB L, KOS 分 析 
を る 行 ひ , 元 の も の と 比較 を り 。 

A, A fiIC LC ARURIC Biv, KIC a it 
せ ず 。 上 比重 2.222.31 LCS 
灰色 な れ ど る , WAT iE Re OME 
焼 と 鐵 の 酸化 に 依り 淡 赤 色 と な る 。 

B, 黒 灰 色 に し て 水 に 分 解 し 」 LE の 物 
質 の 媒 際 に 輝 沸 石 の 小結 品 見 出さ る 。 HE 


oe : 8939) 


BEML Bich Et WMO RA fe 
と な り , SH WH Lo 
C. TERIR & ELBOK Ic Flav, 2K IC AHR L 
3 ぉ そら くく は 雲母 な らち らん 。 Bish A に 等 
し ocZbl. Min. Geol. Abt. A, 417~422, 
1927.) 〔 河 野 〕 
364, カ | ボラ ンダ ム GRO MaKe 
[<RET Menzies, W. C., Sloat, C. A. 
GIL - RI Y Kd OF He AG 
CCMLESK, その ある る % も の は , Pie 
る hexagonal OY Aha _ Lic ZHO spiral 
markings BAF CR SEWE VS 


JED spiral markings の 曲線 は , BOE 


部 に て は 三條 の 曲線 ょ り 成 る 事 が 認め ら 
れ , 外部 及 内 部 の 二 線 は 67 ミク ロ ョ ン の 
中 離 に あり , 叉 他 の 一 線 は その 中 間 に あ 
り て ,」 内 部 の も の より 2 ミク ョ ロン 位 の 間 
隔 を 保つ っ 。 著者 は ZO spiral markings 
の 成因 に 就 て は 未だ 論 及 せ ず し て , 他 の 


同 帳 の 士 の 今後 の 研究 を 待つ も の の 如 し 「 


(Nature, 123,348~349,1929 (rp BF) 
365, BETSRSHOWE AH 395 
RE 


BaBSRUAWS 


366 SEEEGRERS 小倉 to 
FuIN PGR & HERG © WBE te S AN MT st tC 
AER GRBKLAE OE HS Vo 現 
Bic ieG WHOM Rit ihe oF) 
Bite b Ho UAE ase ALIS AE 
LACM LATHE LARERACK 
Cit MIBEGA & % Blok &  LARERD PRA S 
Wee 0, BHO RA RRA 
BLARZRW GPC e eT RALS 


ere 


90¢40) yp 


{ RD te S Bt & wd BE a AYR V 
LED YU SC ARGH OAR IE 
AS IC DOA ORE IC kV SOM 
Bie fH BS CL) ABM re SAME SHE 
WR OSES fKIC LC ABE JEL AS 
低 《 WEEE IC BRE SY OF VY, (2 う は 未だ 
BMAF LCHHSARK UT GH) aS 
BIC LD CHABIC HOARE KY ERE A Ic 
SoRPLMI LoL, SHROAK 
VIRAL BIRD EPEC XY CARH LG 
BOXXX LOK LTARRUBRARS 
武 岩 の 雨 者 に 共有 する 石英 並 に 灰 草 長石 


OBES WU RIC HEP © _LaRBRPERT 


CARR K ANS Sb OC UTH— 
BRL AME LCF BR EER Sit O— 


成分 と な れる も の な り 。 従 て 石英 宏 山 岩 
の 噴出 後 石英 玄武 岩 , 和 之 れ ICR HE | 
右記 武 岩 の 噴 出 を 見 た る 次 第 な り 。 (Geol. 


Mag. 66, 68~71, 1925 う (加藤 〕 
367, グラ 1 ツ Mie ワイ テン ドル フ 玄 武 
SS OIRWHKRE Heritisch, H. 

タイ テン ドル フ ム の 玄武 岩 に 就き て の 次 
FRE DIkm>V SV, Kuppe Vis BIL 
は 基 席 層 Leithakalkip~opsa*o Bir 
り し が が , 著 者 は Klifte, Bankungen の 走 
向 及 び 傾 斜 , HLA OD 方 向 及 び 位置 を 測 
定 す る と と に 依り ,( 気 泡 列 は 玄武 岩 の 流 
, れ を 典 へ る る ゃ の な れ ば 出 方 を 知る に 便 な 
YD) 叉 各所 た に 於 ける 潤 片 を 作り 石上 若 の が 
FALERMMO MBA Re Rosiwal’s OF 
法 に て 測り 球面 に 最も 近 き ゃ の と 内 部 の 
も の と を 比較 する と と に 依り, 叉 玄武 岩 
の 素 面 に ペン の 珍 を な せる 分 離 物 の 詳細 
OM Ri, ZEBRA Y 2G 


O, 玄武 岩 は WICH tS SOIT 
他 の 岩石 中 へ BA せる に あら ず と 結 さ 
yo。 Zbl. Min. Geol. A. A. 421-~428, 
1928. Cy By) 

368, Weitendort KHAO MBER 
we SMI AW 363 ZAR O 

369, マイ スネ ル ee BwO ets 
Fischer, W., Cruner, E. 

Meissner Ofte, We aOR O 
3 teVE FA AL CBA LC (2 EE te 3 HE 
ある に 反し , MEDIC Me Cid 化 
BY GHIE IS fia % IC LC, 特別 な る 花 賠 岩 
Sb Sk 1c PRA SE CE LC OHTA 
し て 欠け り 。 Meissner DERE OWA IZ 
SiO 254.96, AlgO316.20, FegO3 10.60, 
MnO 0.33, CaO 6.50, MgO 4,20,K 2 O 2.66, 
NagO 3.20, COg 1.18, H2 0 0.27=100.05 
Vo COMBE OTHE & ED A, 
we, Beger Rufio B45 OFLMe 3 BH 
基 性 分 化物 の EKA LV thy KO 
AIC, AIK 及 SAIF の 偵 を 上 比較 研究 せり 。 
IZ IC FRA RABE (KSAIF 及 AIC, AIK Fe 
NK の 比 に 氷 て Spessartite, cuselite, 
Luciite と ょ よく 一 致し Kersantite と 考 ふ 
る を 得 ず 。 本 研究 KRY, BRA HE 
作用 © 理 基 性 産物 に し て Spessartite の 
化 購 成分 に よく 類似 し , SiOg OF, 
叉 比較 的 高 き ,Al2gO0sg A LA HBR 
分 な る 『 の 億 低 き を 知る 。 (Zbl. Min, 
Geol. Abt A. 193~198, 1928) 〔 瀬 戸 〕 
370, BHP VAY BABIN AR 
360 210 
371, 諾 感 南 部 に 於 げ ける Urgebirge の 
Anatexis Dj#RRE Barth, Tom, 


27 


a - S14 


講 威 南部 の Urgebirge ABQMOWA A 
て (Palingene Gesteiue) ょ より 成る c 著者 は 
CORMOARABRU A ANY BAIK 
BAL Wollastonit, Vesuvianit, Granat, 
Epidot, Skapolith 4#m3E--BIAk VY, 
Anatexis の 温度 は 最高 500? 以下 と 推定 
Ls HFC RPE EPR AI IC BL CHa, 石英 
& WW ASR at IC AAU 575° 以上 に Beeb 
れ た る 事なき を 知れ り 。 こ と れ 本 地方 の 座 
毅 自 体 が 特に 低温 度 に て 結晶 そる 者 な れ 
£, RAE VY Be] Ichor % 赤 異常 に 低 
Wite VY Lew S 可 し 。 因 に Anatexis 
と は , 深 く 洗 下 を る 岩石 が 岩 柴 叉 は HH 
世相 で Sederholm の 所 議 Ichor) Kk YT 
FERS DS S ps & VER BBS REA BE 
AER EAS 

IME IC BE ( 分布 する Helsinkit 1p 
き 文 献 を 掲げ , Hie & FEBS り 。 Zbl. 
Min, Geol, A, 120~127, 1929)C 上 田 〕 
372, 南米 ペル 1 國 北 西部 の BRBHR 
2 Suter, H。 

北西 ペル ん 」 は Tumbes k ySechura & 
び Bayovar 迄 の 太 下 洋 に 面 す る 地域 を 
包括 する も る の に し て Tumbesk Y Illescas 
OW FW MOKA OA & AE Ltt 
BAMEM ささ ゞ るる, 本 地域 の 岩石 は 純 
次 な る 石灰 - ア ルカ リ 即 ち 太 下 洋 式 の も 
の に し て , 安山岩 が 大 部 分 を 占め , DALE 
Fi © Gib a EE Ae a BA AG KY 
Held a DOP eid ate Yo fT IS Dhl © 
A LWEL © 開 係 を 見 る に , 古き Ak 
岩 は 石炭 紀 , SEAL, RAEN, AI BEAL の 花 
賠 岩 , マグ ゲ マ タ イト , Pte, AA, 協 
SEMEN, De SEER AIC LC 


火成岩 は 第 三 紀 の 実 山 岩 な り 。 (Schweiz, 
Min. Petr. Mitt., 8,282~317, 1928) 
CHRP J 

373, ZFFFORAPIERHRE ア 
ルカ リ | BAO BR Schurmann, 
E, 


Bir Dara 及び Geb, Mongul oa 


At habs, Geb Gharib o Bi ARE, Kas 
Zeit OWN Zi (CRA Re ~ by HE, Wadi 
Melaha の テラ ラ ィ イト 並び に BNA 
Po riebeckitic hornblende, 777 4 
ト 中 の barkevikitic hornblende, の 人 入 種 
DLE, RMA Y Of, =7Y 1 oO 
Wil ET し 比較 研究 VS LORY» dh 


NR OSH NA = 79 -—ROR 


RMT wy | thebai S Be mT, A. 
DBD FO 開 係 を 見 る に TERA, Bid 
SEA, ANA, 石英 に 於 て Bir Dara 及 
Geb, Mongul 産 の も の は 殆ど 同 量 な る に 
反し , Geb. Gharib, Ras Zeit の 岩石 は 多 
( の 石 英 と 僅か の 草 微 斜 長 石 を 含み , 草 
Kae Hit Geb, Gharib の % の Ras Zeit 
EDL OL VMK Ki V, WH Ras-Zeit 
Kette, Cherm Nagga Je Wadi Abu Had 
ORY AOD BML, CORA EY 


SLS SANA, RRA, DEN Ie Reb 


値 を 有 し , TA) | BAK ARS BEG 
摘 せ を せり 。 (Zbl. Min. Geol. Abt A. 121~ 
126, 1928) 〔 瀬戸 〕 
374, PUFA KAY ORERES 
Burri, C, 

Alter Pedroso は ポル ト ガ が ガル の Alter 
do Chao 州 の 東南 束 3.5 km の Provinz 
Alemtejo (c(i L, Hibbho WERE 


% 


92(42) wb 


REM BRU ikea Si Ic Bild dv, Wee 
DAISY S BAILA FLO Hic kV 
CHHSY 53,00 PEM AUIS RAABE 
WALA LU, RAR AM e 愚 
は る 。 ARaRY その 分 化物 は 正 長石 , 
BRA, 微 斜 長石 並び に 微 マ ルト 長石 , 港 
NTP BARU え サ ン = ッ ト , エ デル GB 
KY RY BRAS FOR, TR, 赤 鐵 
BKA, PERRO KY, 著者 は 之 
等 の 岩石 を 賠 解 し て , DENA 酸 
化 第 三 鐵 理 酸 幸 類 の 重量 前 下降 に 依る と 
MHS VY Bic tbo tok Corsica 
の Evisa RUPE O Rockall OW3#eS 
右 と を 比 潜 する に , 基 の 差異 は 著しく 後 
者 の 岩 此 は SiO。 の 高き 値 た 依り Alter 
Pedroso の 岩 終 と 異な り , 従 つて Alter 
Pedroso DGAICWTEKMIE HBA & 
BD, LOBMAICHE COD ARE 極め 
Cee SuicRUT, Evisa 及び Rockall 
DBAAIT SiO2 KK Y HAAR EIS 6H 
AN OURABIK BY 。 (Schweiz. Min, Petr, 
Mitt., 8, 374~437, 1928.) CHB), 
375, 三 元 系 FeO-SiOo AH 404 2258 
376, FERBBhOELOBHY AM 403 
ENR 
377, Ordovician © #HEKS 
Allen, V. T. 

ミネ ッ ンタ 州 Decorah shale oF pesRic 
(B23 MoO LO—MBRK ih 
Yo BAK TC OWFOAARVUBY RT 
を 研究 し , 更に 他 の —~BKK よっ つて 明 に 
され し 化 移 成分 を 考察 し , か く し て 得 ら 
LARA FCO 同 件 地層 及び fhoR 
る 地方 の 洗 積 物 と 比較 し , 次 の tne EB 


8k 


を 得 を り 。 即 ちと の 地層 は BARE 


選 沈 積 物 に し て , VRAIN 理 を 残存 を せる 


Montmorillonite kU KRY, <O*sBE 
A, 石英 , 黒雲 母 , BRA, Bis FRR 
BELT, TEYBEE & AD, FIC HLK OPE 
Ai i ERA, FEB NA RU RE 
EF VY, COMBLERT 3 LFO 
Ine As ch & AES SUEBMOT 
と は 著しく 異な り , 補 ろ と の 地層 と Bb 
され し ケン タッ キ 」 及 び テ ン ネ ッ シ |B 
州 の Ordovician bentonite と よく 類似 せ 
Yo WLU TCHMrk & OSG FP Ice Ik 
る St, Peter—Platteville transition zone 
© Bik Je 2 ERO HER IC に し て , 
火山 成因 の % ゃ の と 考 へ ちる さき BH 
Lo CJ. Geol.,37, 239~248, 1929)C 根 本 〕 
378, PANDY EK HEBEBAO SAS 
HOWPSE Reynolds, D. L. 

MBAS AWD vy VES Rc BES 
6=[EBIBAO 成因 を 研究 せん と し , 27 
7RILU RACAL, 各 砂 岩 中 に 含有 
せら る る , BWR oO 種類 及び その 量 
を 精細 に 研究 を る に , BRWoOMBHs 
HOLT RUDBHOKE CLO CH 
KES BYOB Cit PMI OME te 
2RLHEPDEV FRAME COMA 
LILI BT SME RUE e HERS 3 
WALAEL, HO tO BPD ee 
ひ た り 。 RIC COMP BET 3 He IK 
RA ORMRA& 調査 し , Che LF 
の 結果 と 比較 せる に 路 一 致す る を 知れ 
Yo MIC 大 体 に RCCHE OMA, x 
OM EOnAKKALVUBp>NkSoO 
な る べし 。 RRICSAL TC OLD BMA 


gk ; 93C43) 


の 堆積 常時 に 於 ける アイ ィ イル ラン ド 島 東北 
MOWER & tb WE OP BURE & at 
~, i Ut ct OMB ae EEC Middle Bunter 
sandstone) ょ り 最 上 部 (Lower Keuper 

sandstone) K#S = CHASYRUGEM 
EPWICSS L & thie (HR tS 系 統 を 
ted LUKE VY, (Geol. Mag, 65, 448~ 
473,1928) (HAS) 


£EBK SB 


379, RAIA VE VY George 硫 山 に 就 
て Smitheringale, W. V. 

本 論 訪 ば George Pill OPRAH KHE 
に つい て の 研究 を 主 と し た る も % も の に し て 
初め に , Portland Canal 地方 の 一 般 地 質 
RGRAAMLIC George PRI) O hb AGE & HE 
at L, RCH MWK ETE BM OD ARTE 
RBI OBE & WitLT & OFA il 
PARI YS CBX ASS 相 異 な 
れる 種々 の banding の 形成 等 に つい て 詳 
Pit B S~_ (Econ. Geol,, 23, 193~208, 
1928) (中 野 〕 

380, 英 領 コロ ン ビ ヤ ャ ヤ Beaverdell 硫 
床 に 就 て Mckinstry, H. E, 

Beaverdell JERI, BA ZKRHOR 
絡 に ょ り て 生じ た る KRW の % も の に し 
て , BRR BA BORE EC 明らか 
41S CL BES AMS E Westkettle 
quartz diorite batholith 2,22 HA 
% Beaverdell quartz monzonite stock 
と より な る 。 BRO 成因 は 明 らち か に 
Beaverdell stock DEA Ow Batholith 
由 に 生じ た る BPE IH YC, 溶液 が 上 昇 
Vt Laotbto 即ち 此 の 沙 液 は 始 


Dr Si, Fe, Za, Pb, Cu, Ag, 'S, As, Sb, 
KREtaALCZEL UBet LY, RTC 
ETRE RO, な ほ 上 昇 そ る 溶液 は , BAM 
成 の 異 り た る も の と な り て , そ こと に chal- 
copyrite, pyrite, calcite, barite, fluorite, 
polybasite, argentite 8} PEt LW S 
% Die V4 (Econ. Geol, 23, 434—441, 
1928) CBF) 

331 ガ ド ミ ウム 及び BAWILMOBM 
HAREISEET 本 欄 401 2288 

382, ミシン ツ ビ | FRM ETS 
調 「 冷 水 牧 鉛 亜 鉛 斑 床 」 OMA ITO 
一 新説 Emmons, W. H. 

Mississippi 河 流 域 の Luba, BRIS 
Missouri, Arkansas, Oklahoma 三 州 より 
Kentucky (CHS Beda ICDS 32 
WO SA DEIL, 現今 世界 中 に 於 ける 
最も 主 な る HRUURMO WRK LT, £ 
と し て ARABIC BSE L, 火成岩 OFA 
RW te 0 LID, HEE 下降 冷水 に 
ょ つて 生 ぜ る も の と せら れ た り 。 

SRS KBB ILC O—WO TPA Te S HK 
HEE OWA LKR AM © KEE ROK 
ROADIE の 研究 と ょ り , と れ ら の BK 
も また 古生代 来期 た に 地下 深く REAR OK 
Wea kV AMS S LABOR IC & VT AE 


り & OFM & PEt V (Econ, Geol, 24, , 


221 ~271,1929 (pee BS 
382, HAS Type の Transition 
deposits. I. Tin, Tungsten 及び 


Molybdenum. HaPRIZRET Cissarz, A. 


KES HE DO % OI BA LC ARICA 
る SRKO WHERE As, Shas 
の MBH E IB L, 各地 方 の 夫々 の 


gqc44) pb 


kk ba) Seat 


$k 


data & Fil LC BRIC MIC L, BURICZ 
“se Sn, W, Mo. Sopa ( bE BOK 
作用 の た め な り と 論 結 す 。CN. J. Min. 
、 Geol., Abt. A, Beil-Bd, 56, 99~274, 
1927~8) Cp BF) 

384。 ボ リビア, ポト シ 1 硫 床 に 就 て 
Lindgsen, W., Crevering, J, G. 

Potosi HR Bolivia の 南部 に あり て て, 
1545 ABIES IC ES 2, RMR DS 
ABH SBI Yo HE ATH 
板 岩 , BALA RARBG IC LT, FL 
«  silicification, sericitization, 
tion, 及 一 部 は alunitization せる を 見 る 。 
TARO BRIS WEF Ze SB, 大 部 分 は 
変 代 作 用 に ょ れる も ゃ の に し て , 重 な SH 
右 を 其 成 生 の 順に 示せ ば , pyrite, arseno- 


pyrite, cassiterite, sphalerite, chalcopyrite, 


pyritiza- 


stannite, tetrahedrite, andorite, stibnite, 

ruby silver,matildite,jamesonite, chalcocite, 
covellite 等 な り 。 脈 石 と し て は quartz, 

alunite, topaz 4 & FEU FRLABIC IST dk 
hematite 及 limonite ehh x OME LDE 
物 を 生 ず 。 BRL LC BORER 
する に も 係ら ちず, RMR BER 
SHEET, HEC, MMB NSAP AS & 
Bey. WHRKO 成因 に BAL Cid, BER 
WAL & PBB SARS AG * Ow 
BNR CIC BME S BRE A じ て , 基 後 
BMEKROMA RS 2 eAMY 5% OFS 
NLEXS. HOBMBROMAKow 
て は 種々 論議 せら る ゝ る, 著者 は 上 昇 熱 
水 液 の 作用 た に た ょ り て 移 づ 3009200°C に 
BSC ED BRERA & UBL, RCE 
度 の 下降 と 共に , 銀 磯 物 は 150°~100°C ic 


誰 て 形成 され し ゃ の な る さ べし と 革 ふ 。 
(Econ, Geol., 23, 233~262, 1928) 

CH BF) 
305, 間島 天 実 山 硫 山 spi, IPM 

BAA EERO ME, BAIA) O 上 流 
Kb), 岩石 は 天 害 出 を 作れ る FER 
間島 線 湊 紀 層 地域 の 外側 に 魔 く 分布 せる 
tina, TM bh a SIC LC, HRA Le 
AE Jef & Teli a + OBAREBIC SC BET 0 
吉 生 層 は , 石灰 岩 , SAA a, 砂岩 , BEI 
岩 ょ より なり, BR BREA ET O AIK 
BRA HA & Teh t BARBIE 
SEB IC BA Sv vy AIRE VD TRA 
(LHSITR, SATE, MSO TK, HESRDK, BES 
TIC LC, SRA & UC ARATE, We 
SH FLEA, WES V. MMe ces 
SB 3 DROP Eee Bhi Sk HATER 
SAURIC LC, HENDEZICRE, 更に 少量 の 
HERI EBL 9 MAAR GRA ts } 
oats Yo ewe, 71, 11~34, 1929) 
CH BP J 

AH BK & 

386, 米 國 油 田 の 分 類 Ver Wiebe, W. A, 

米 國 油田 は 基地 理 移 分 布 に 依り て 分 類 
せら れ , 何れ 過去 十 敷 年 間 に 於 て 各地 
HEL BE OX RHF HOME AT 3 Bas 
知ら る ゝ に 至れ り 。 著者 は 是 等 の 調査 の 
WARIC SES & CI ARE Ek U ROM 
《 DS VY. CL)Appalachian geosyncline 
(2) Cincinati arch (3) Eastern Interior 
coal basin (4)Michigan basin (5) Western 
Interior coal basin (6) Ouachita—Ama- 


rillo mountain (7) Bend arch (8) Gulf 


cea 


Bk - ~ -95(45) 


embayment (9) West Texas. basin (10) 
Rocky mou: tain geocyncline (11) Pacific 
geocyncline, MEMO MIE ATS Yo 
は 各地 方 に 於 て 細 別 せり 。 著者 は 更に 各 
油田 の 特性 例 へ ば , 産油 層 の 時 代 , 7 
上 の 特徴 , 産油 量 と 構造 と の 開 係 等 を 詳 


Gm lL, 上衣 に 大 別 し た る 構造 は 石油 の 産 


出 と 最も 開 係 ある も ゃ も の な り と 結論 せり 。 
(B. Am, A, Petr]. Geol., 13, 410~440, 
1929) CAA 

387, 石油 及 代 用 燃料 問題 喜多 源 逸 。 

著者 は 液体 燃料 利用 の 有利 な る 所 以 , 
現今 の 石油 寺 要 供給 の ARE, 石油 代用 液 
体 燃 料 と し て 頁岩 油 , 酒精 , ベ ネン ゾ |v, 
テト ラ ヌ ラリ テン 笑 に 石炭 の 液化 に 就 て 基 大 相 
を 論 ぜ り 。 現今 石油 の 代用 或 は 之 を 竹 ひ 
ti SPREE UCR Oe SRB Abe 
に し て , 今 日 消費 せら る ト 石炭 の 一 部 の 
液化 に て 足 れ り と 論 ぜ り 。 柄 し て 未だ 利 
用 せら れ ざ る エネ ル ギ | Ha 多く , アレ 
= ウス の 推算 に 依 を も ば 次 の 如 し 。 

ェ ネ ル ギ } 源 の 比較 : 一 世界 に [GS 
HPA Ai > S = Kr | 1.00, a Aibe 
の 有する エネ ル ギ 1367.00, 毎 年 溢 費 せら 
る ゝ 石炭 の 有する ェ エネ ル ギ 」0.08, 成 長 す 
SKEMOAS S = KU | 1.25, Jo = 
ネル ギ | (4275.00, FIFA し 得 可 き 水 力 の 
= WH 1( 年 20.83, 地 球 に 興 ふ る 太陽 詩 
の ェ ネ ル ギ | 442.00 (BREE AK 81. 664~ 
675, 1929) CA7R) 

388, 1928 “EO AiR 

Xo Bureau of Mine OFZ Kir 
ば ,1927 征 と 上 比 す る に 61 Mr) vr Ow 
Meal, KK lt 前 年 と 比 す る に 


3.3% 減少 し , Venezuela, Russia, Persia, 
Roumania, Dutch East Indies, Trinidad, 
Mexico it Hit Vo JL PEM Ie 


1,322,896 million | vv LC, Sb) 


の 此 例 は 次 の 如 し 。 ALK PACISB.2% ~ 
ネモ ゼラ 8.0% BPG it 6.7% PY 3.8% je 
Wf 3-296 HERE 2.296 BASEN RE 2.2 9% 
HE (m@ LEH L5% BRE 0.995 MEAT T 0.696 
ENE 0.69% トリ = ダッ ト O.6 pRB 0.4% 
ボル ネオ ー サ ラッ ワック 0.4% wh 0.1 % 
日 本 0:1% ェ クッ ドル 0.1% 基 他 の 講 園 
02% (La Reue Pétrolifére, 313, 386, 
1929) CAS} 
389, SAMAR O SIBasF AIT 
4 S38 — BB 

燃料 は 其 供給 の ARMEIC BAL, 2B = 
FIC Ha WT, 即ち (1 う 非 ARMPE の も の と 


LC Hite, tbe, 石油 (2) PARED % D 


ELTA, HAC AHMED LOEL 
CK EMI Y WUT, (DAkt ae 
tr } AMEE TORU ke SW eo OTe 
る が 赦 に 単に 燃料 と する の 目的 を 以 て 使 
用 する 事 は 不 合 理 な り 。 FRA ZE le 
A Ate S HEAT SEIC 使用 し , 基 副産物 に 
し て 燃料 に 適する YIM Vs Ze 燃料 
と し て 使用 し 得る 得度 な る 可 し 。(2 う は 植 
PKL ERS & OVA ADS TS IC It SABES 
(LICAHUPEDS FED te S 可 き る ゃ , 是 赤 た BY 
WM, BLE, AITO Me & OK fe x BU 
に 使用 BS S WH. BOBO AHAVE BE TE 
無念 す 可 きも ゃ の な り 。 MALE © AR 
ょ り 見 れ ば (て り D は 主として 工業 用 動力 , 
ASH, BYP BS Dist UC RBA) 
は 来 だ 廣 《 用 ひら れ ざ る も の な り 。 WL 


: 


96(46) vee 


ok 


て 工業 用 の 大 部 分 た る 動力 , 照明 と RE 
用 の 一 部 た る 市 街 住 宅 浴 費 と に 習 し て は 
(3) は 英 代 偵 低 謙 な る に 於 て 殆ど 完全 な 
る 次 替 性 を 有する % も の な り 。 其 次 替 の 行 
(Liv XS AVG LFF Me Bh VO SH 
LEO 事情 より 考察 すれ ば , KABA 
の 使用 を 有利 な ちらし むる 事 が 了 永遠 に 豆 9 


"て 燃料 供給 を 安全 な らし むる 道 な り と 


AES. (BREV@HE, 81, 676~680, 1929) 


— CARI 


390, HAAR MAE 
2H (AIL © FEM R UR & PEACH 
じ ; 産油 統計 の 知ら る く 最初 の 年 を 世界 
ADRS ARGO ABE TAs, 世界 の AY 
DRE 2 EC-V RGR LOABICT 
17,110,944,000 2 4 vn OAH AA 
LY 産出 せら れ , 其 内 KB 65.66 9% 
BENS 11,238,425,000 ~ | レル を 産出 し , 基 
fh D FASE 34.34% を 産出 せり 。 OK, 
EPG as, APU ET, PAK, WOT. MEG JEs Pala 
東 印度 , 波 関 。 トリ = ダッ ト , 英 領 ボル ネ 
4, 日 本 等 の 油田 の 分 布 , 産油 , 製油 等 に 
BL CHKES HEY CABS 45, 
335-~363,1929) CAA) 


oe oe Uh FH 


391, KABA IS & FMEEAO FR 
HEIFRAR 

SEPERATE YO BRT HE BEIE O yc -c 
GR a (GRR GRA Bo ALE, Ores,s Abas, 
Avz.9) & iA fo AlpeHeK & 作用 を そし 
め , 溶液 の 電 無 優 導 度 を 測定 し て 基 BLE 
速度 を 比較 し , 上 是 抽出 物 を 結 品 法 に ょ り 
Awe Y 9 TRC CHE th LIL RE 


HE RHBLe A o Ic Ra UR alka Het 
最初 は 迅 束 に HBT SB» TIC RE HEE 
2 ZSAIM> &, BBE 5b HTS Y offi L 
て 庶 酸 水 の 方 が 水 に 比 し て 分 解 に 及ぼ すす 
影響 大 な り 。 可溶性 物質 を 分 析 し 原材料 
に 比較 する に , MAP Ss 加里 ょ り 多 
{ AIR AAA BARE Me Yo CANIS 
Ailes DRI, VERA MB 
BALVUDRINZeEMIo LEK 
UALR e HEB FSD, WHRAO 
BYBA COOL) EL iCpRIBA RU Blk & (Et 
L®, 之 を 題 微 鏡 下 に eet Lic BRERA 
DAB ARE & VS a 1c AHR LIA © HE 
と な れる を 認め あたり 。 

故に 岩石 を 雨水 に 蝶 す 時 は 草 洋 長石 及 
REA OMDB OE SF RAE ET © 
叉 岩石 の 分 解 成 生物 中 に 加里 含有 量 の 多 
き と と 或 は 加里 長石 が 抵抗 大 に し て 分 解 


PRES SRS ADS ULAR ARTES 


べし 。 (ERs, 17, 526~535, We 4) 
CHAD 

392, BRRBOREIL AHH 357 HR 
393, REE ORM S 粘土 研究 に 應 用 
Shmelev, L, A. 

EEPRES Ht GBI AK D Dk & GRE IC 
FYFV YARROW vr a | rye eseic 
ESE L, PIER LO LURAISL, BALD 
PR D RUG AYA & VC PEWS S HEB aS 
LIF BOYS IC KV AED SB HEME + oO Bt 
を 推定 す 。 ア リザ リン 深 液 は アル カリ 叉 
ATL AVDTROGELM CKEOROM 
TLE DCUMC IAT MAS LBB Co 
DA FINMFVIPRFTAR | vise 
WAKE RR THEY, BER ブン ゼン 


if 


Se 


a ar 


/ 抄 


Sk. 97(47) 


WE LIC WDARRIA TS WEILER 着色 
+ oBCIC HELE & SB Uc 550°~1100°C 
KCN SDA IFT 4 bP RES 
の 存在 を 検出 する を 得 ざ りき 。(Trans. 
Cer. Res, Inst., 14, 24~30, 1928)( 吉 木 〕 
394, FELBROR {EIA S MRE 
吉岡 藤 作 。 

著者 は 粘土 類 の 200°-~500°CK HG S 
PBI ETE IS AMERICAS CL ICES 
L, Zettlitz Kaolin, 瀬戸 , ko REA 
Hi & 900°C, 1 時 間 の 熱 虚 理 後 え 」 トク 
ラヴ 中 に 蒸溜 水 と 共に 加熱 し , 乾燥 そる 
THI OEER PR IC BCAA WES Vo FR 
Ke RAVE HH] OFFA AR HH RIS FL & 
seABVE & 200°C に 於 て 示し た りり 。700?C 
k UGH 2 HF it Weg & RHE LC IC 
0.4~0.5% の 永久 収縮 を 示す 。 HO 
Be 3 MMAR MGIAR a OMA 
の 場合 に た 一致 せり 。 HEAT V SAS IC 
PEI: OR Ala Khe S KOM MB ICH 
CCEWPLENV | FEC MMRE OH 
LE DIRKAHOKD ERM L CAME 
膨大 する MAS SCR, BRR OL 
の は 水分 に REI WARE RE 
te B Beit ie sits © Be oe YE IC BR LC HE BR 
SAEK VS KP, 37, 189~193, WB 4) 
CHAS 
395, 石英 ご 高温 度 放 の 修正 無 衣 名 。 
石英 は 冷却 た に際し 573.5°C に 於 て 多量 
DBE & BO LC EAH EBT D 25 
KC, FYB OIE BULB AR と し て 
使用 する を 得 さ べし 。 通常 液 係 酸 素 ょ り 人 金 
OES ASK IC HE SIAC hz EBS S 
FPLMEMD Vo FLMAACLOOCC) & HRCI 


60.5°C) と の 間 に は 硫黄 <444.6°C) RT 
ンチ モー= | (630.5°C) RAF. 一 方 石 
DE o> SARE YE (573.5°C) は 前 部 両者 の 間 
CHEF SRV, BHAT YF eH 1 BH 
#AOSARERMT 37 LB BMICL 
CHASM te Sr > Ma Vo 本目 
前 に は 石英 は PEI CT 充分 に 役立ち , 
UME SAT <2 DILE BR OGS 
る 場合 に は 溝 に 石英 と 接 貴 そし めし の み 
に て 充分 な り 。 (Iron age, 122, 570.1928) 
吉木 3 


Bs 


石 IK 


L96, AMOI Boh 
Lambris, G, 

著者 は 第 一 報 CBrennstoff Chem. 9, 
341, 1928, ARH 307 BRD IC CHAO 
Mp EIC KY Cc Hp CTriebgrad) を 測 
定 し , 従 浴 の 伸張 度 に 比 し 著しく 大 な る 
{fi & (eI SHE RE Yo 

ASIC TE =, HRRO HEC MT 
論じ , 次 で 新 方 法 の KERRRR Ont 
細 を 輝 べ , HERR Bochumer 法 に 
依り 測定 きる 17 MOA の MIR eZ 
RK CHEV MG RRBADH eS 1 
ork Vik SMO AR t OME MT 
も ゃ の な り 。 AWE LY PHO 3 
論 中 重要 な る も の を 媒 で ぐれ ば 次 の 如 し 。 
Fie D (ip wee wk id ie D AS eA 
と 直接 の 開 係 を 有 せ を ず し て , MC の Hie 
は 従 溢 考 へ られ た る より る ゃ も 大 な る 伸張 性 
を 有 す 。 

本 法 に ょ り 測定 を る 伸張 度 は FERRO 
Brennstoff 法 に ょ り 測 定 そ る も の の 下 均 


- 


9848) i» 


約 3 倍 の 値 を 有 し , ARO IRE OR 


& AROMARK OA SEK Yo 

AGEL Aik OT ehh OM & YW d>7z 
らし むる も の な りり , (Brennstoff-chem, 10, 
44 一 50, 1929 う C 観 見 〕 
397, Jee | LAO Carbonsaure. 
Stadnikow, G., Sabawin, W. 

著者 は Sphagnumtorf 1] 中 の 水 恭 
舞 に 依り 揮 史 し 得る 部 分 より チト ョ ン 泡 
液 に て 抽出 せる 部 分 を 重曹 水深 液 に て 庶 
理 し 全 タ | vic} L 0.2-~0.3% 草 の Car- 
bonsiiure を 得 た り 。 MRE TF | エス 
Fv ICME Lid De L, BDH = A 7 
ne % wee L, 遊離 酸 % BLL REM & 5 
USS EH Ly 最 后 に 分 A S 各 遊 離 酸 の ョ 
| PR, 組成 及 分 子 量 の 測定 を RA RO 
結論 を 得 た り 。 


‘(KARRI CHR HBR Liv S BEES & VR 


ZB | NYE 6~9 RRS AS B cA 


WIC AMMA OMIC LT, YE Osz, IK HR 
し て 成 生 せる も ゃ の と 考 へ 難 き もの な る が 
BUC, PRI Yee hic de FE LOO LE 
FSG N Lo CBrennstoff Chem., 10, 1 
1929)C 観 見 〕 

398, WrebBLAOMAMO lH 
Thau, A. 

PRBLE, =v 2 VOB. BROK 
With BPE ORL EN, GLENS HE ER 1 
RAGE O 諸 項 に 分 ち , 現在 の WKB 
著者 の 将 來 た に 開 する 所 信 を 詳細 に 論 光 せ 
y 。 (Brennstoff Chem., 10, 41~44, 


1929) Cl 58.9 


599, 水中 に 於 ける 各種 石炭 の 選 元 作用 
Krym, V. S., Pantschenko, S. J. 


Stadnikow, Proskurnina 両氏 は FeCls 
溶液 と 泥炭 乃至 石炭 と の 間 に 於 け る 作用 
を 単に 泥炭 乃至 石炭 の 吸着 力 に ょ よる も ゃ の 
と せり 。 PHCLOMKOPE CML 
SHEL T, MRO RRS MIRO 旋 載 に ょ 
y て 繰り 返 へ せり 。 HORMRO In < KR 
應 後 沙 液 中 に 残れ る Fe Clg の 量 を ョ | 
ド 法 に て 測定 て する の みな ら ず , Rw 
の 綿 鐵 量 を マン ガン 法 或 は 重量 法 に て 沿 
HEV, PC LUCHA OBE Oink B 
CHIERO MM Lo 

1, FibetieR in ikpelt Fe Cle 溶液 
XV KIRCRRE MBE FH, 

2, Stadnikow Eo B#pylje Z Fe Clsa 
の 減少 は 泥炭 乃至 石炭 の 吸着 に ょ る も の 
CAF LTH TICES EOC V o 
3, Neto Fe Cl 溶液 を 用 ひたる 際 に 
VE RAR HF © Fae tot HE GE Hl > cH hn 
する も の に し て , 資料 中 OMA kV 
を 溶解 する が 色 な り 。 

4, 諸 石炭 種 の 還元 性 は 夫々 FeCl3 深 
WO TERE, MEAS TAL, 資料 の 粉末 度 等 の 諸 
條 件 の 如何 に AS 所 大 な る が 赦 に . 乏 を 
右 炭 の 分 類 に 使用 そん が 色 に は 同一 條 件 
下 に 於 て ZRORRE RD, HO 基 適 不 
適 の 決定 を 要 す 。 

PA IC AR EL IC ERO — BCH Stad- 
nikow, Proskurnina pi OAC zea kc Bh 
る 反 将 意見 及 を それ に 習 す る 本 著者 の 抗 論 
を 掲載 を せり 。 CBrennstoff-Chem, 10, 
63~64, 1929) 

400, ARERROSE RE 新村 
唯 治 。 
着 者 は 石炭 の 乾 久 試験 と し て 簡便 な る 


&- 9949) 


レッ シン グ 装置 を 使用 し. PRM OAR 
PEPE & HATER O th & WHE 3 
MRE, BIHAR oO Sik Hh 
SHED ARAL Retr BBR 
Be HSS LO SME AMICI 3 
5 Y Cth, 79, 879~384, 昭和 4C 鈴 見 


SZAB 

01, カド ミウ ム 及び BswHHbMOBig 
HERE (CHET Daus, W., Tower, O. F. 

Bite DF SY 2 Bom miss os PRE 
WEEKS SBF Cie 4A OW Bie B 
%, ZER 或 る ゲル 中 に て Liesegang’s 
rings を 作る 事 は 未だ 汎 《 知ら ちら れ ざ る 事 
に し て ,1904 46, J. Hansmann は 5% の 
ゼラ チン 浴 液 た 人 金属 電 類 を I~, 2K 
ル 化 し た る 後 ;』 上 部 に CNH4 う 2S 叉 は 
NaoS の 水深 液 を 加 へ て ゲル 中 に rings 
を 形成 せり 。 著者 は silica, agar-2gar, 
gelatin D=Fhe AUC HHL, sulfide 
ion は gel 中 に , metallic ion は 水溶液 
中 に 在 ち し あめ, MIL NREOWM の 場合 を る 
Rae, 各 gel 中 に て 最も 完全 に tings 
の 形成 すべ で き 駄 態 を 求め た る に silica gel 
の 場合 に は ion の 濃度 の 如何 に 開 は ら 
$y rings を 形成 ざり LY, agar-agar 
及び gelatin の 場合 に は , 各 ion の 濃度 
KkUCH OBERT. 即ち 1% 
の agar-agar に (NH4)9S ak it Nags 
EIMN~ TH UR LD, LIC CdSO4,Ca 
Clo Lik ZnClg 等 の 水溶 液 を 加 へ た る 
に , NaoS, 1N. Cd Clg 1.5N, NagS 1N: 
CdSO4 2N, 及び NagS IN: ZnCl。 1.5 


N. の 時 に 最も 完全 な る Rings の 形成 を 


見 を たり 。 叉 セラ チン の 場合 に は , hath 
様 に (NH4)2S 及び NasS を 含む セラ チ 


ン ゲ ル に Cd Be Zn WO Ave eI 
し に (NH4)2S 0.75N: CaCl。 1.5N & 


び (NH4)2S 0.75N: ZaClz2 2N の 時 に 
最良 な る ERE, 著者 は 之 等 


| rings 形成 の 原理 は Bradford Rome k 


{(-kh St 028, 同氏 の 読 を 適用 
LUKE o ring 形成 は イオ ジン の ad- 
sorption KX SROL UTHMH Vo CI. 
phys. Chem,, 33, 605~612, 1929)( 中 野 う 
402, 海水 中 臨 分 量 に よる WERE OF 
定 Lane A, C. 

PEK DIM ht & PK ORI BEL D LER 
LY CWROR Me LET SHR 
YAVIKCLV CHA~bLHLORE & 
OMIEe M~SCHKOMBRBRES 
AVY AROMKOPAHRK VLE 
TEe RF SBLUNV 9 HRM Kaw 
KES Ok EL SICH Y HypK— 
EOWA O BARRY, Zaric 同 河 が 
— Ap LA) IC HRP CHE C RE Ee FEC KSB 
の を 以 て を せり 。 MSCWKICB MES 3H 
分 は 増水 の 時 と 平 水 及 減 水 の 場合 に ょ り 
CHSBrY), BkoOBS MHKICS 
L2& MRD kA LGD % EK S ZB atic 
L tio iit — 2h > EK ROWE A 
に 等 し き を 以 て , LO HES ROMS 
改 む る を 要 す 。 一 河水 の 各 季 に 於 ける 成 
Sb OM BW eID ANE DYE 
量 を 乗じ て 線 和 し た る 物 を 以 て 同 河 が 海 
中 に 運ぶ 一 年 間 の 協 分 量 と な す 。 

ュ コロ ラド 河 外 敷 河 に 就き C_LELO AE 


100¢50) 抄 


を 適用 し て 得 た る 協 分 量 は 従来 の 万 法 に 
LEMFMOMLDES LEH. HO 
て 雌 の 方 法 に ょ り て 地球 の 年 齢 を 定 む る 
な ら ば PRO 年 齢 より Hpi 大 と な 

り , 鉛 - ウ ラニ ニニ ツ ム 比 に よる 年 齢 に 近い 
四 億 乃至 玉 億 年 と 蓋 ふ 結果 を 得る な り 。 
(Am, J, Sc. 17, 342~346, 1929) (hme) 
403, 斑 酸 皿 中 の 苦 土 の 検出 法 Leitmeir, 
H, Feigl, F. 

EERIE RU Hh OYA LES Bel h Oe 
LKB UTS BE CBM dtr BIE 
は 知 ち れず , 唯 だ 硝酸 コペル ト YAR を 用 
do CAVE (1 D LEO AE FS BHD SHE 
B,Z2ECHRY NDS SL OBES, SH 


FEI アル カリ 性 アル ュ コ ュ ホ ルル 性 Diphe- 


nil-karbazit gr -C RUG & ALU L, BEE 
LBRU ABA t BST 3 — eR 
LEV, COBPLACHS 3 RAK 
解 し 難 き 苦 土 化合 物 が 下着 色 反 應 を 時 す 
SPICES Ling THKICELALE 
Wore ic C8 LEA Diphenil- 
karbazid と 作用 す , SF AIPA © AMBPIC 
選 硫 酸 を 加え それ に KFo SMR UTC 
Karbarzid 深 液 に CRIES DIESEL 
の 時 の 如く EMEC RHR AO 着色 を B 
す 。 CTscherm, Min, Petrol. Mitt, 39, 
323. 1928) [瀬戸 う 
404, 三 元素 FeO-SiO,» Herty. C. 
H,, Fitterer, G, R. 

LSI HT 2 IH & LC HSE GA 
FED EAS LAR OURS & AE Vo 
FRO FOR (LAS HTH & L-CS Lod 


S& 


PEPE & 使用 を し が , 後に た は SA AE 
の 駐 選 元 及 燈 融 に 良 結 果 な る を 知り 探 用 
せり 。28 個 の SREP & HSL, 
Reh Burgess 式 Micropyometer を 以 て 
WES Vo URGE O— Wrz Sosman 及 
Greig WE OM FAL 高温 度 部 分 
DEELEY RAROWRK Rigid) 
FeO SiO2。 © PARNER IE 13855°C & 1377 C 
の 問 に あれ ども 前 者 に 接近 せ を 9, (2) FeO 
ょ と 2FeO SiO。 (Fayalite) 2% m ERB a 
SiO。2296 FAL 1240°C に 存 す は 。 CB) 
Fayalite な 1385°C OPRRRBAE A, C4 
SiO。 と 2FeOSiOg と の FERIBK IA 35% 
SiO。 を 有 し も し ,1260°C に 存 す 。 HROKR 
KE +4 AAA, Hic Whiteley 及び 
Hallimond WE の 4 と の 差異 は 試料 
DES BB RARD O PB rs it eV 
CHE & WED Kk S BAEC SV (And. Eng. 
Chem., 21, 51~,1929)[〔 吉木 ) 


¢ & 


Big 7 Be Ae LL RB ES. D FS o> VC Ta BIC 
張 中 な り Litt PELSRESE aT EH, 
WR aE HARES a,b 
月 下旬 ょ り 重 ね て 同 方 面 に 出張 すべ し 。 


ig = 
MILA Felt EGE tL, ya BR 
IRB RUD 7 nb TIRE OBB BE 
ew L, SHoO'S AMR LIRR ~ Lo 


本 8 8 A 
ek i) © m if 
BERGE WERK i 純一 坪井 誠 太 耶 
EBEE GH 峰 一 BHEE MA BF 
BEE tikes 
本 @ mw AG 
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MEARE 。 河野 2 RSL A we 
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x Cn) a mm) Re 
i MM ee Te ee 
所 Re S RAR AA op 
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市 : it oii 市 # FD 東 参 
ot | | Ree aE OM Fe Hl 瀬 日 北周 
田 #y | Bye 8 本 北 an AF 
Mh PR a BE OBE it 振 us a) — 
fi ipa Se res bu Bk? 
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Tet | ea 地 物理 a WER 
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Bae | O° 番 in 
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